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Ⅱ 基本事項 

 14 ホームページアドレス 

   統一版事務手続本文によるが、北海道のＪＡネットバンクホームアドレス 

  は以下のとおりとする。 

・全国ＪＡネットバンクホームページアドレス  

   → http://www.jabank.jp/ 

・ＪＡバンク北海道ＪＡネットバンクホームページアドレス 

   → http://www5.mediagalaxy.co.jp/jabank-hokkaido/netbank/ 

 

Ⅲ 事務処理内容 

１ 新規受付（代表口座が自店の場合） 

  (5) 「利用申込書」（お客様控え）等の交付 

    統一版事務手続本文によるが、「当組合所定事項」については、参考資  

   料２を使用せずに、北参考資料２「当組合所定事項について（北海道用）」 

   を使用する。 

    また、【補足】に記載のある「「ＪＡネットバンク」の契約時における 

   説明事項・留意事項について」については、別表１－２を使用せずに、北 

   別表１－２「「ＪＡネットバンク」の契約時における説明事項・留意事項 

   について（北海道用）」を使用する。 

 

 ５ 利用口座の削除 

  (3) 聞き取り確認 

統一版事務手続本文によるが、聞き取り確認する内容については、以下

のとおりとする。 

 

窓口係は、照会結果により、受付中の振込・振替の有無について聞き取

り確認するとともに、｢発信電文一覧・明細照会｣の照会結果に応じて、次

のとおり取り扱うとともに、確認結果を「解約申込書」の余白部等にメモ

として記入する。 

ａ 受付中の振込振替が無い場合、解約申込書を受領する。 

ｂ 受付中の振込振替がある場合、受付中の振込・振替は指定日に実行さ

れる旨を説明し、これについて了承を得た場合は「解約申込書」を受

領する。顧客に拒否された場合は、当該申込みを留保する（受付中の

振込振替の処理完了後にあらためて来店のうえ手続するよう依頼す

る。）。     

 

【改正前】 
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(6) モバイルレジ 

ａ 内容 

モバイルレジ®のロゴマークがある支払請求書に印刷してあるバーコードをスマートフォン

（削除）のカメラで読取り、ＪＡネットバンク（ペイジー）にて支払いができる株式会社ＮＴ

Ｔデータのサービスである。 

ｂ 利用方法 

詳細についてはＪＡネットバンクホームページ｢機能・サービス｣の｢モバイルレジ｣に記載が

ある。 

(a)専用アプリをダウンロードする。 

(b)専用アプリを起動する。 

(c)カメラが起動するので、バーコードを読み取る。 

(d)料金の払込内容を確認する。 

(e)支払方法で「モバイルバンキング」、金融機関で「農業協同組合」を選択する。 

(f)ＪＡネットバンクにログインし、払込内容を確認後、支払いが完了する。 

ｃ 利用可能端末 

モバイルレジのＨＰ（https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/mobile.html）参照。 

ｄ 利用可能料金 

モバイルレジのＨＰ（https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/corporation.html）参照。 

ｅ 手数料 

株式会社ＮＴＴデータが提供する専用アプリのダウンロードは無料である。 

ただし、通信料は利用者負担となる。 

各種料金等の払込手数料は原則無料だが、請求書によっては、利用手数料がかかることがあ

る。 

 

(7) 定期貯金 

項 目 内 容 サービス受付時間 

新規口座開設 

主口座（当座性貯金）開設済の総合口

座について、従口座が未開設の場合に、

定期貯金口座のゼロ円開設および開設し

た口座の利用口座登録を行う。 

総合口座の主口座（当座性貯金）につ

いては、利用口座登録済であれば代表口

座以外でも指定することができる。 

ＪＡネットバンクで口座開設した定期

貯金口座については、窓口取引の主口座

側のＭＳ再生（取引コード：1175）取引

を行うことで、通帳を使用した定期貯金

の取引（受入、記帳等）が可能となる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

（次頁に続く。） 
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(6) モバイルレジ 

ａ 内容 

モバイルレジ®のロゴマークがある支払請求書に印刷してあるバーコードをスマートフォ

ン・携帯電話のカメラで読取り、ＪＡネットバンク（ペイジー）にて支払いができる株式会社

ＮＴＴデータのサービスである。 

ｂ 利用方法 

詳細についてはＪＡネットバンクホームページ｢サービスのご案内｣の｢モバイルレジ｣に記

載がある。 

(a)専用アプリをダウンロードする。 

(b)専用アプリを起動する。 

(c)カメラが起動するので、バーコードを読み取る。 

(d)料金の払込内容を確認する。 

(e)支払方法で「モバイルバンキング」、金融機関で「農業協同組合」を選択する。 

(f)ＪＡネットバンクにログインし、払込内容を確認後、支払いが完了する。 

ｃ 利用可能端末 

モバイルレジのＨＰ（https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/mobile.html）参照。 

ｄ 利用可能料金 

モバイルレジのＨＰ（https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/corporation.html）参照。 

ｅ 手数料 

株式会社ＮＴＴデータが提供する専用アプリのダウンロードは無料である。 

ただし、通信料は利用者負担となる。 

各種料金等の払込手数料は原則無料だが、請求書によっては、利用手数料がかかることがあ

る。 

 

(7) 定期貯金 

項 目 内 容 サービス受付時間 

新規口座開設 

主口座（当座性貯金）開設済の総合口

座について、従口座が未開設の場合に、

定期貯金口座のゼロ円開設および開設し

た口座の利用口座登録を行う。 

総合口座の主口座（当座性貯金）につ

いては、利用口座登録済であれば代表口

座以外でも指定することができる。 

ＪＡネットバンクで口座開設した定期

貯金口座については、窓口取引の主口座

側のＭＳ再生（取引コード：1175）取引

を行うことで、通帳を使用した定期貯金

の取引（受入、記帳等）が可能となる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

（次頁に続く。） 

https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/mobile.html
https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/corporation.html
https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/mobile.html
https://solution.cafis.jp/bc-pay/pc/corporation.html


【改 正 後】 
 

  
(2020/07) 2-5-10-2 ＪＡネットバンク事務手続 

 

 (9) カードローン 

項 目 内 容 サービス受付時間 

利用口座登録・解除 

自農協内の代表口座と同一名義（同一

顧客番号配下）で、「IB カードローン可

否」が「1：可」等の条件に該当するカー

ドローンⅡ型の口座を、パソコンまたは

スマートフォンの画面上で利用口座とし

て登録できる。また、登録済の利用口座

を解除できる。 

「IBカードローン可否」は貸越契約登

録時に自動設定され、口座情報変更で変

更できる（JASTEM 勘定系システム利用オ

ペレーションマニュアル（貸出金編）参

照）。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

契約内容照会、入出金明

細照会 

利用口座登録済で、「償還貯金口座が設

定済」等の条件に該当するカードローン

口座について、契約内容（貸越限度額、

貸越残高、約定利率等）、入出金明細を表

示する。 

契約内容照会不可の口座は、カードロ

ーンメニューに表示されない。 

入出金明細の一画面あたり表示は最大

20明細、照会可能期間は最大３か月。 

原則、６時 30 分～

23時 40分 

借入、返済 

契約内容照会可能口座（カードローン

メニューに表示されている口座）で、「商

品切替先案件ではない」等の条件に該当

する場合に、借入（出金）、返済（任意入

金）ができる。 

「IB当貸借入下限金額」、「IB当貸返済

下限金額」はＪＡ毎に設定する。 

借入金の入金口座は、利用口座登録済

の当座貯金・普通貯金から選択する。 

返済（任意入金）は、償還貯金口座が

利用口座登録済の場合に取引ができる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 
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(10) その他サービス 

項 目 内 容 サービス受付時間 

メールアドレスの変更 

 初回サービス利用に際しては、端末

機器の画面上で、メールアドレスの設

定が必須となる。また、端末機器にて

インターネット電子メールアドレスの

変更を可能とする。 

 なお、登録されたメールアドレスあ

てメール通知が通知不能となった場合

には、端末機器にメールアドレスを再

登録すべき旨の画面が展開される。 

原則、２４時間 

（削除）   

各種配信サービス変更 

 端末機器の画面上で、各種配信サー

ビス（Ｅメール）の顧客希望について、

設定が可能。 

 原則、２４時間 

入出金明細のダウンロード 

 入出金明細について、利用者のパソ

コンにてテキストデータ（CSV形式）で

のダウンロードを可能とする（携帯電

話へのダウンロードは不可）。 

 ダウンロードされた入出金明細は

「Excel」等の表計算ソフトで開くこと

ができる。 

原則、０時 40 分～23

時 40 分（日曜は６時

30分～23時 40分） 

ログインＩＤ、パスワード

の変更 

 端末機器の画面上で、ログインＩＤ、

ログインパスワード、確認用パスワー

ドの変更を可能とする（ただし、携帯

電話を利用したログインＩＤの変更は

不可）。 

 なお、サービス利用者がサービス利

用開始日を起点に 90 日を超えても端

末機器より初回サービス・ログインが

行われなかった場合は、それ以降の本

サービス利用は不可となる。また、サ

ービス利用者はパスワードを、前回の

変更時より 90 日以内に変更すること

とし、当該日を経過しても変更が行わ

れなかった場合には、端末機器にパス

ワードを再登録すべき旨の画面が表示

される。 

 原則、２４時間 

（次頁に続く。） 

【改 正 前】 
 

(2019/11) 2-5-11 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(9) その他サービス 

項 目 内 容 サービス受付時間 

メールアドレスの変更 

 初回サービス利用に際しては、端末

機器の画面上で、メールアドレスの設

定が必須となる。また、端末機器にて

インターネット電子メールアドレスの

変更を可能とする。 

 なお、登録されたメールアドレスあ

てメール通知が通知不能となった場合

には、端末機器にメールアドレスを再

登録すべき旨の画面が展開される。 

原則、２４時間 

連絡先電話番号の変更 

 初回サービス利用に際しては、端末

機器の画面上で、連絡先電話番号の設

定が必須となる。また、端末機器の画

面上で連絡先電話番号の変更を可能と

する。 

 原則、２４時間 

各種配信サービス変更 

 端末機器の画面上で、各種配信サー

ビス（Ｅメール）の顧客希望について、

設定が可能。 

 原則、２４時間 

入出金明細のダウンロード 

 入出金明細について、利用者のパソ

コンにてテキストデータ（CSV形式）で

のダウンロードを可能とする（携帯電

話へのダウンロードは不可）。 

 ダウンロードされた入出金明細は

「Excel」等の表計算ソフトで開くこと

ができる。 

原則、０時 40 分～23

時 40 分（日曜は６時

30分～23時 40分） 

ログインＩＤ、パスワード

の変更 

 端末機器の画面上で、ログインＩＤ、

ログインパスワード、確認用パスワー

ドの変更を可能とする（ただし、携帯

電話を利用したログインＩＤの変更は

不可）。 

 なお、サービス利用者がサービス利

用開始日を起点に 90 日を超えても端

末機器より初回サービス・ログインが

行われなかった場合は、それ以降の本

サービス利用は不可となる。また、サ

ービス利用者はパスワードを、前回の

変更時より 90 日以内に変更すること

とし、当該日を経過しても変更が行わ

れなかった場合には、端末機器にパス

ワードを再登録すべき旨の画面が表示

される。 

 原則、２４時間 

（次頁に続く。） 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 2-5-12 ＪＡネットバンク事務手続 

 

項 目 内 容 サービス受付時間 

サービス利用通知 
 「メール・お知らせ例文一覧｣（別途

送付）を参照。 

各サービスの受付時

間に従う 

インターネットからのオン

ラインによる新規利用申込

受付 

ＪＡネットバンクの代表口座とする

ことができる当座性貯金口座のキャッ

シュカードを発行済みの顧客は、パソ

コンまたはスマートフォンのＪＡネッ

トバンクホームページ画面からオンラ

インでＪＡネットバンク利用の新規申

込ができる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

ＪＡネットバンクからのオ

ンラインによる利用口座の

追加登録 

 自農協内の代表口座と同一名義（同

一顧客番号配下）の貯金口座（普通貯

金、当座貯金、貯蓄貯金、納税準備貯

金、定期貯金）、カードローン口座をパ

ソコンまたはスマートフォンの画面上

で利用口座として追加登録できる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

インターネットからのオン

ラインによる閉塞解除 

（届出電話番号認証機能） 

 パソコンまたはスマートフォンの画

面からオンラインで、ログインパスワ

ード・確認用パスワード・リスクベー

ス認証（追加認証）の初期化や再登録、

メールアドレスの変更（メール通知パ

スワード閉塞解除）、ワンタイムパスワ

ードのトークン再発行等ができる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

ＪＡネットバンクからのオ

ンラインによる利用口座の

解除 

 パソコンまたはスマートフォンの画

面上で登録済みの利用口座を解除でき

る。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

インターネットからのオン

ラインによる解約申込受付 

ＪＡネットバンクの代表口座のキャッ

シュカードを発行済みの顧客は、パソ

コンまたはスマートフォンのＪＡネッ

トバンクホームページ画面からオンラ

インでＪＡネットバンク解約申込がで

きる。 

代表口座以外の全ての利用口座を解除

しておくことが必要。 

ＪＡネットバンクにて取り扱った予約

扱いの振込・振替があり、予約日が未

到来で処理が完了していない場合、オ

ンライン解約することはできない。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

（次頁に続く。） 

【改 正 前】 
 

(2020/04) 2-5-12 ＪＡネットバンク事務手続 

 

項 目 内 容 サービス受付時間 

サービス利用通知 
 「メール・お知らせ例文一覧｣（別途

送付）を参照。 

各サービスの受付時

間に従う 

インターネットからのオン

ラインによる新規利用申込

受付 

ＪＡネットバンクの代表口座とする

ことができる当座性貯金口座のキャッ

シュカードを発行済みの顧客は、パソ

コンまたはスマートフォンのＪＡネッ

トバンクホームページ画面からオンラ

インでＪＡネットバンク利用の新規申

込ができる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

ＪＡネットバンクからのオ

ンラインによる利用口座の

追加登録 

 自農協内の代表口座と同一名義（同

一顧客番号配下）の貯金口座（普通貯

金、当座貯金、貯蓄貯金、納税準備貯

金、定期貯金）（追加）をパソコンまた

はスマートフォンの画面上で利用口座

として追加登録できる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

インターネットからのオン

ラインによる閉塞解除 

（届出電話番号認証機能） 

 パソコンまたはスマートフォンの画

面からオンラインで、ログインパスワ

ード・確認用パスワード・リスクベー

ス認証（追加認証）の初期化や再登録、

メールアドレスの変更（メール通知パ

スワード閉塞解除）、ワンタイムパスワ

ードのトークン再発行等ができる。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

ＪＡネットバンクからのオ

ンラインによる利用口座の

解除 

 パソコンまたはスマートフォンの画

面上で登録済みの利用口座を解除でき

る。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

インターネットからのオン

ラインによる解約申込受付 

ＪＡネットバンクの代表口座のキャッ

シュカードを発行済みの顧客は、パソ

コンまたはスマートフォンのＪＡネッ

トバンクホームページ画面からオンラ

インでＪＡネットバンク解約申込がで

きる。 

代表口座以外の全ての利用口座を解除

しておくことが必要。 

ＪＡネットバンクにて取り扱った予約

扱いの振込・振替があり、予約日が未

到来で処理が完了していない場合、オ

ンライン解約することはできない。 

 原則、６時 30 分～

23時 40分 

（次頁に続く。） 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 2-9-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

９ サービス利用対象口座 

本サービスを利用可能とするサービス利用対象口座（以下、「利用対象口座」という。）は、パソ

コン、スマートフォン、携帯電話で共通して使用するものとし、端末機器ごとの利用対象口座の設

定は不可とする。 

(1)  貯金口座の科目・種目 

本サービスにおいて利用可能とする貯金口座は、自農協内の本人名義（同一顧客番号）の普通

貯金口座（総合口座を含む。）、当座貯金口座、貯蓄貯金口座、納税準備貯金口座、定期貯金口座、

カードローン口座とし、具体的には下表の貯金種類・種目とする。 

（サービス利用対象口座） 

種 類 種 目 
利用対象口座 

代表口座 利用口座 
当座貯金 一般 ○ ○ 
普通貯金 一般、総合、営農 ○ ○ 
貯蓄貯金 一般 － ○ 
納税準備貯金 一般 － ○ 

定期貯金 
スーパー定期、大口定期、

期日指定定期、変動金利

定期、据置定期 
－ ○ 

カードローン カードローンⅡ型 － ○ 
なお、貯金本来の目的・趣旨等に鑑み、本サービスの利用にそぐわない貯金種類・種目（例：普通

貯金・子供等）については、本サービスの対象外（取扱不可）とする。 

 

ａ 用途と制約事項 

利用対象口座は、代表口座と利用口座の構成とし、各々の用途と制約事項は次のとおりとす

る。 

(a) 代表口座 

ア 本サービスの利用契約者を特定するための口座とする。 

イ 本サービス（残高・入出金明細照会や振込・振替等）の利用に関する口座とする。 

ウ 本サービスの基本利用にかかる手数料（「2-13-1 顧客手数料」を参照）を徴収する場合

における徴収口座とする。 

エ 登録可能口座数は、本サービス１契約につき１口座のみとする（１つの代表口座に対す

る複数以上の利用契約は不可）。 

オ 普通貯金、当座貯金のみ指定できる。 

(b) 利用口座 

ア 本サービス（残高・入出金明細照会や振込・振替、定期貯金の預入・満期解約予約、カ

ードローンの借入・返済等）の利用に関する口座とする。 

イ 登録可能口座数は、本サービス１契約につき、最高 19 口座まで登録可能とする。ただ

し、代表口座と同一顧客番号配下の口座に限定する。 

【改 正 前】 
 

(2019/11) 2-9-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

９ サービス利用対象口座 

本サービスを利用可能とするサービス利用対象口座（以下、「利用対象口座」という。）は、パソ

コン、スマートフォン、携帯電話で共通して使用するものとし、端末機器ごとの利用対象口座の設

定は不可とする。 

(1)  貯金口座の科目・種目 

本サービスにおいて利用可能とする貯金口座は、自農協内の本人名義（同一顧客番号）の普通

貯金口座（総合口座を含む。）、当座貯金口座、貯蓄貯金口座、納税準備貯金口座、定期貯金口座

（追加）とし、具体的には下表の貯金種類・種目とする。 

（サービス利用対象口座） 

種 類 種 目 
利用対象口座 

代表口座 利用口座 
当座貯金 一般 ○ ○ 
普通貯金 一般、総合、営農 ○ ○ 
貯蓄貯金 一般 － ○ 
納税準備貯金 一般 － ○ 

定期貯金 
スーパー定期、大口定期、

期日指定定期、変動金利

定期、据置定期 
－ ○ 

  （追加） 

なお、貯金本来の目的・趣旨等に鑑み、本サービスの利用にそぐわない貯金種類・種目（例：普通

貯金・子供等）については、本サービスの対象外（取扱不可）とする。 

 

ａ 用途と制約事項 

利用対象口座は、代表口座と利用口座の構成とし、各々の用途と制約事項は次のとおりとす

る。 

(a) 代表口座 

ア 本サービスの利用契約者を特定するための口座とする。 

イ 本サービス（残高・入出金明細照会や振込・振替等）の利用に関する口座とする。 

ウ 本サービスの基本利用にかかる手数料（「2-13-1 顧客手数料」を参照）を徴収する場合

における徴収口座とする。 

エ 登録可能口座数は、本サービス１契約につき１口座のみとする（１つの代表口座に対す

る複数以上の利用契約は不可）。 

オ 普通貯金、当座貯金のみ指定できる。 

(b) 利用口座 

ア 本サービス（残高・入出金明細照会や振込・振替、定期貯金の預入・満期解約予約（追

加）等）の利用に関する口座とする。 

イ 登録可能口座数は、本サービス１契約につき、最高 19 口座まで登録可能とする。ただ

し、代表口座と同一顧客番号配下の口座に限定する。 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 2-12-7 ＪＡネットバンク事務手続 

 

イ 「追加認証登録」画面において「質問１」から「質問３」のプルダウンメニューから質問

項目をそれぞれ一つずつ選択し、対応する回答を「回答１」から「回答３」の入力欄にそ

れぞれ入力する。 

ウ ３組の「質問」と「回答」の設定が終了したら「登録」を押す。 

(b)  追加認証入力 

ア ＩＰアドレス等からの分析により、不正取引の可能性があると判定された場合、通常の

ログイン画面の次に「追加認証入力」画面が表示される。 
     イ 質問は、あらかじめ設定された３つの質問のうちの１つが表示されるので、「回答」欄に

入力し、「認証」ボタンを押す。 
（c） ロックアウト 

「回答」の入力相違回数が６回を超えた場合は、ＡＮＳＥＲセンターにおけるシステム自

動処理として、本サービスのすべてが60分間利用停止となる。 

(d) 取引閉塞 

上記のロックアウトが３回連続した場合については、本サービスはシステムにより自動的

に取引閉塞（利用不可）の状態となる。 

また、取引閉塞の解除は、オンライン閉塞解除を案内する（ＪＡネットバンクホームペー

ジの「よくあるご質問」－「パスワード失念・変更等」を参照）。オンライン閉塞解除を利用

できない場合は、ＪＡネットバンク取引閉塞解除等申込書（3‐14‐1‐2)により取り扱う。 

 

 (8) メール通知パスワード・取引認証パスワード 

a 内容 

     ＪＡネットバンクにおける下記取引において、あらかじめ登録されているメールアドレスあて

に送信される E メールに記載された取引内容を確認のうえ、同じメール文中に記載される可変

式パスワードを入力することにより取引を可能とする。 

なお、メール通知パスワードと取引認証パスワードは、同じ機能を持つサービス。ワンタイ

ムパスワード利用状況により以下の組み合わせとなる（以下、「メール通知パスワード」とい

う。）。 

ワンタイムパスワード未利用者が利用する場合 …メール通知パスワード 

ワンタイムパスワード既利用者が利用する場合 …取引認証パスワード 

本機能を利用開始する選択は顧客の任意とする。利用開始する場合には事前に利用登録する

ことが必要である。 
   (a) 振込・振替 

    (b) 税金・各種料金の払込み（民間収納のみ） 

   (c) 顧客登録情報の変更（メールアドレス（削除）） 

   (d) メール通知パスワード利用変更 

   (e) ソフトウェアトークン発行 

b 利用方法 

次の手順により操作する。 
なお、詳細については「ＪＡネットバンクホームページ」の「セキュリティについて メール

通知パスワード」を参照する。 
 

【改 正 前】 
 

(2020/04) 2-12-7 ＪＡネットバンク事務手続 

 

イ 「追加認証登録」画面において「質問１」から「質問３」のプルダウンメニューから質問

項目をそれぞれ一つずつ選択し、対応する回答を「回答１」から「回答３」の入力欄にそ

れぞれ入力する。 

ウ ３組の「質問」と「回答」の設定が終了したら「登録」を押す。 

(b)  追加認証入力 

ア ＩＰアドレス等からの分析により、不正取引の可能性があると判定された場合、通常の

ログイン画面の次に「追加認証入力」画面が表示される。 
     イ 質問は、あらかじめ設定された３つの質問のうちの１つが表示されるので、「回答」欄に

入力し、「認証」ボタンを押す。 
（c） ロックアウト 

「回答」の入力相違回数が６回を超えた場合は、ＡＮＳＥＲセンターにおけるシステム自

動処理として、本サービスのすべてが60分間利用停止となる。 

(d) 取引閉塞 

上記のロックアウトが３回連続した場合については、本サービスはシステムにより自動的

に取引閉塞（利用不可）の状態となる。 

また、取引閉塞の解除は、オンライン閉塞解除を案内する（ＪＡネットバンクホームペー

ジの「よくあるご質問」－「パスワード失念・変更等」を参照）。オンライン閉塞解除を利用

できない場合は、ＪＡネットバンク取引閉塞解除等申込書（3‐14‐1‐2)により取り扱う。 

 

 (8) メール通知パスワード・取引認証パスワード 

a 内容 

     ＪＡネットバンクにおける下記取引において、あらかじめ登録されているメールアドレスあて

に送信される E メールに記載された取引内容を確認のうえ、同じメール文中に記載される可変

式パスワードを入力することにより取引を可能とする。 

なお、メール通知パスワードと取引認証パスワードは、同じ機能を持つサービス。ワンタイ

ムパスワード利用状況により以下の組み合わせとなる（以下、「メール通知パスワード」とい

う。）。 

ワンタイムパスワード未利用者が利用する場合 …メール通知パスワード 

ワンタイムパスワード既利用者が利用する場合 …取引認証パスワード 

本機能を利用開始する選択は顧客の任意とする。利用開始する場合には事前に利用登録する

ことが必要である。 
   (a) 振込・振替 

    (b) 税金・各種料金の払込み（民間収納のみ） 

   (c) 顧客登録情報の変更（メールアドレス・連絡先電話番号） 

   (d) メール通知パスワード利用変更 

   (e) ソフトウェアトークン発行 

b 利用方法 

次の手順により操作する。 
なお、詳細については「ＪＡネットバンクホームページ」の「セキュリティについて メール

通知パスワード」を参照する。 
 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 2-13-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

13 顧客手数料 

(1) 月額手数料 

本サービスの利用にかかる農協とサービス利用者双方における所定の利用契約の締結に基づ

き、その契約の対価として農協がサービス利用者から定期的かつ継続的に受け入れる。 

ａ 月額手数料 

月額手数料については、「無料」もしくは「月額受領」（毎月所定日に一定額を徴収）が選択

可能となっており、農協にて手数料徴収の有無および手数料金額を設定する。 

金額については、県内競合他金融機関の徴収実施状況等を踏まえ、農協において設定する。 

ｂ 月額手数料の引下げ 

利用者の取引状況等に応じて月額手数料を引下げ（顧客優遇により手数料免除）する個別手

数料については、その適用有無を含め、農協の判断に基づき設定する。 

ｃ 手数料の徴収口座 

代表口座からの徴収とし、これ以外の本人名義口座（サービス利用口座を含む。）および第三

者名義口座からの徴収は不可とする。 

 

ｄ 手数料決済 

本サービスの取扱開始日の属する月の末日時点（以降、毎月末日時点）を基準日として、翌

月20日（非営業日の場合はその翌営業日）に所定の手数料をセンターカット処理により徴収す

る。 

なお、月中に本サービス利用の契約が解約された場合でも、所定の月額手数料（全額）を徴

収する（日割り計算は行わない。）。 

ｅ 通帳印字 

通帳の摘要欄に、漢字出力端末機の場合は｢ＩＢ手数料｣と印字され、ＦＢ／ＨＢとＩＢの両

方の手数料が発生している場合（両方の契約可能）は「ＨＢ手数料」と印字される。 

また、カナ出力端末機の場合は、上記に応じて、｢IBﾃｽｳﾘｮｳ｣、「HBﾃｽｳﾘｮｳ」と印字される。 

 

(2) 振込手数料 

ａ 振込手数料 

利用者に通常適用するＪＡネットバンク専用の振込手数料は、振込先５区分（自店、僚店、

県内系統、県外系統、他行）・最大金額５階層（１万円単位）の枠内とする。また、振込手数料

の金額については、県内競合他行の取組状況等を踏まえ、各農協の判断に基づき設定する。 

振込手数料の後納については、顧客と後納手数料契約を締結していた場合に限定して取扱い

を可能とする。 

ｂ 振込手数料の引下げ 

顧客の取引状況等に応じて振込手数料を引下げ（顧客優遇により手数料免除）する場合、そ

の適用有無を含め農協の判断に基づき設定する（処理方法は、「顧客管理事務手続（統一版）」

による。）。 

なお、顧客優遇を適用した場合は、後納扱いのみとなる（即納不可）。 

 

【改 正 前】 
 

(2016/04) 2-13-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

13 顧客手数料 

(1) 月額手数料 

本サービスの利用にかかる農協とサービス利用者双方における所定の利用契約の締結に基づ

き、その契約の対価として農協がサービス利用者から定期的かつ継続的に受け入れる。 

ａ 月額手数料 

月額手数料については、「無料」もしくは「月額受領」（毎月所定日に一定額を徴収）が選択

可能となっており、農協にて手数料徴収の有無および手数料金額を設定する。 

金額については、県内競合他金融機関の徴収実施状況等を踏まえ、農協において設定する。 

ｂ 月額手数料の引下げ 

利用者の取引状況等に応じて月額手数料を引下げ（顧客優遇により手数料免除）する個別手

数料については、その適用有無を含め、農協の判断に基づき設定する。 

ｃ 手数料の徴収口座 

代表口座からの徴収とし、これ以外の本人名義口座（サービス利用口座を含む。）および第三

者名義口座からの徴収は不可とする。 

 

ｄ 手数料決済 

本サービスの取扱開始日の属する月の末日時点（以降、毎月末日時点）を基準日として、翌

月20日（非営業日の場合はその翌営業日）に所定の手数料をセンターカット処理により徴収す

る。 

なお、月中に本サービス利用の契約が解約された場合でも、所定の月額手数料（全額）を徴

収する（日割り計算は行わない。）。 

ｅ 通帳印字 

通帳の摘要欄に、漢字出力端末機の場合は｢ＩＢ手数料｣と印字され、ＦＢ／ＨＢとＩＢの両

方の手数料が発生している場合（両方の契約可能）は「ＨＢ手数料」と印字される。 

また、カナ出力端末機の場合は、上記に応じて、｢IBﾃｽｳﾘｮｳ｣、「HBﾃｽｳﾘｮｳ」と印字される。 

 

(2) 振込手数料 

ａ 振込手数料 

利用者に通常適用するＪＡネットバンク専用の振込手数料は、振込先５区分（自店、僚店、

県内系統、県外系統、他行）・最大金額５階層（１万円単位）の枠内とする。また、振込手数料

の金額については、県内競合他行の取組状況等を踏まえ、各農協の判断に基づき設定する。 

振込手数料の後納については、顧客と後納手数料契約を締結していた場合に限定して取扱い

を可能とする。 

ｂ 振込手数料の引下げ 

顧客の取引状況等に応じて振込手数料を引下げ（顧客優遇により手数料免除）する場合、そ

の適用有無を含め農協の判断に基づき設定する（処理方法は、「顧客管理（追加）手続（統一版）」

による。）。 

なお、顧客優遇を適用した場合は、後納扱いのみとなる（即納不可）。 

 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 2-14-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

14  ホームページアドレス 

「ＪＡネットバンク」を利用するための入り口となるホームページアドレスは、次のとおりで

ある。 

 

・全国ＪＡネットバンクホームページアドレス → https://www.jabank.jp/ 

 

・ＪＡバンク●●●●●ホームページアドレス → ●●●●●●●●●● 

 

 

 

 

【改 正 前】 
 

(2010/04) 2-14-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

14  ホームページアドレス 

「ＪＡネットバンク」を利用するための入り口となるホームページアドレスは、次のとおりで

ある。 

 

・全国ＪＡネットバンクホームページアドレス → http://www.jabank.jp/ 

 

・ＪＡバンク●●●●●ホームページアドレス → ●●●●●●●●●● 

 

 

 

 

https://www.jabank.jp/
http://www.jabank.jp/


【改 正 後】 
 

(2020/07) 3-1-5 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(5) 「利用申込書」（お客様控え）等の交付 

窓口係は、「利用申込書（お客様控え）」（ＩＢ－１－2/2）について、「ＪＡネットバンク利用規

定」（削除）（以下、「利用規定」という。）、振込規定等関係規定、パンフレットを用いて、サービ

スの内容を説明し（補足） 、後日送付される「ＪＡネットバンク操作手引き」とともに熟読・理解

されたい旨を依頼する。あわせて、類推されやすいＩＤ・パスワード（連続する数字・英字等）

の利用は避けるように注意喚起する。 

また、窓口係は、顧客に、後日、「ＪＡネットバンク操作手引き」が顧客住所に直送されるので、

「ＪＡネットバンク操作手引き」に記載されている「初期設定」の操作によりサービス利用開始

となる旨を説明する。 

窓口係は、顧客に利用規定の承諾を確認のうえ、「利用申込書（お客様控え）」（ＩＢ－１－2/2）

を交付する。 

【補足】 

郵送の方法により「利用申込」を受け付けた場合は、簡易書留郵便等にて顧客に「利用申込

書（お客様控え）」（削除）等の送付を行う。 

｢別表１－２ 「ＪＡネットバンク」の契約時における説明事項・留意事項について ｣も参考

とする。なお、この説明は、前記「(1)新規利用申込の受付」時に行うことも可能である。 

（説明事項（例）） 

サービス機能の概要、サービスの取扱開始日、サービス利用時間、メール通知サービス、

取扱制限（モアタイムに即時振込とならない振込（振込先口座の金融機関が即時振込の取扱

時間拡大に未対応、携帯電話からの振込等）、定期貯金預入商品・中途解約可能商品、ローン

繰上返済の対象案件等）、手数料関連、端末機器の設定・操作方法（特に、初期設定について

説明）、セキュリティ・パスワードの管理方法、事故等の免責 

 

(6) 登録票の作成 

窓口係は、「利用申込書」の内容に基づき、本サービスにかかる全ての口座（代表口座および利

用口座）について「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：1162）（以下、「登録票」とい

う。）を作成し係印を登録票に押印のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）と「登録票」を検印

者へ回付する。 

なお、「利用申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－１ 「ＪＡネットバンク利用申

込書」の「ＩＢ加入者登録票」への転記例｣を参照のこと。 

 

(7) 検印 

検印者は、「利用申込書」および「登録票」の内容を確認のうえ検印を押印し、「利用申込書」

は窓口係へ、「登録票」はオペレータへ回付する。 

 

【改 正 前】 
 

(2020/04) 3-1-5 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(5) 「利用申込書」（お客様控え）等の交付 

窓口係は、「利用申込書（お客様控え）」（ＩＢ－１－2/2）について、「ＪＡネットバンク利用規

定」（「当組合所定事項」を含む）（以下、「利用規定等」という。）、振込規定等関係規定、パンフ

レットを用いて、サービスの内容を説明し（補足） 、後日送付される「ＪＡネットバンク操作手引

き」とともに熟読・理解されたい旨を依頼する。あわせて、類推されやすいＩＤ・パスワード（連

続する数字・英字等）の利用は避けるように注意喚起する。 

また、窓口係は、顧客に、後日、「ＪＡネットバンク操作手引き」が顧客住所に直送されるので、

「ＪＡネットバンク操作手引き」に記載されている「初期設定」の操作によりサービス利用開始

となる旨を説明する。 

窓口係は、顧客に利用規定等の承諾を確認のうえ、「利用申込書（お客様控え）」（ＩＢ－１－2/2）

を交付する。 

【補足】 

郵送の方法により「利用申込」を受け付けた場合は、簡易書留郵便等にて顧客に「利用申込

書（お客様控え）」および「利用規定等」等の送付を行う。 

｢別表１－２ 「ＪＡネットバンク」の契約時における説明事項・留意事項について ｣も参考

とする。なお、この説明は、前記「(1)新規利用申込の受付」時に行うことも可能である。 

（説明事項（例）） 

サービス機能の概要、サービスの取扱開始日、サービス利用時間、メール通知サービス、

取扱制限（モアタイムに即時振込とならない振込（振込先口座の金融機関が即時振込の取扱

時間拡大に未対応、携帯電話からの振込等）、定期貯金預入商品・中途解約可能商品、ローン

繰上返済の対象案件等）、手数料関連、端末機器の設定・操作方法（特に、初期設定について

説明）、セキュリティ・パスワードの管理方法、事故等の免責 

 

(6) 登録票の作成 

窓口係は、「利用申込書」の内容に基づき、本サービスにかかる全ての口座（代表口座および利

用口座）について「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：1162）（以下、「登録票」とい

う。）を作成し係印を登録票に押印のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）と「登録票」を検印

者へ回付する。 

なお、「利用申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－１ 「ＪＡネットバンク利用申

込書」の「ＩＢ加入者登録票」への転記例｣を参照のこと。 

 

(7) 検印 

検印者は、「利用申込書」および「登録票」の内容を確認のうえ検印を押印し、「利用申込書」

は窓口係へ、「登録票」はオペレータへ回付する。 

 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 3-1-14 ＪＡネットバンク事務手続 

 

a 不備事由が生じた場合は、顧客に確認のうえ不受理とする。 

b 「口座開設兼利用申込書」（ＩＢ－５－4/5）の「農協、信連・事務センター使用欄」に、取扱

開始日(県域所定の事務処理日数による。)および曜日を補記する。 

c 「口座開設兼利用申込書」（ＩＢ－５－4/5）の記入事項等について再確認する。 

 

(3) 「口座開設兼利用申込書」（お客様控え）等の交付 

窓口係は、「口座開設兼利用申込書（お客様控え）」（ＩＢ－５－5/5）について、「ＪＡネットバ

ンク利用規定」（削除）（以下、「利用規定」という。）、振込規定等関係規定、パンフレットを用い

て、サービスの内容を説明し（補足） 、後日送付される「ＪＡネットバンク操作手引き」とともに

熟読・理解されたい旨を依頼する。あわせて、類推されやすいＩＤ・パスワード（連続する数字・

英字等）の利用は避けるように注意喚起する。 

また、窓口係は、顧客に、後日、「ＪＡネットバンク操作手引き」が顧客住所に直送されるので、

「ＪＡネットバンク操作手引き」に記載されている「初期設定」の操作によりサービス利用開始

となる旨を説明する。 

窓口係は、顧客に利用規定の承諾を確認のうえ、「口座開設兼利用申込書（お客様控え）」 

（ＩＢ－５－5/5）を交付する。 

 

(4) 登録票の作成 

窓口係は、「口座開設兼利用申込書」（ＩＢ－５－4/5）の内容に基づき、本サービスにかかる全

ての口座（代表口座および利用口座）について「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：

1162）（以下、「登録票」という。）を作成し、登録票に係印を押印のうえ、「口座開設兼利用申込

書」（ＩＢ－５－4/5）と「登録票」を検印者へ回付する。 

なお、「口座開設兼利用申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－７ 「ＪＡネットバ

ンク利用申込書（ＩＢ－５－4/5）」の「ＩＢ加入者登録票」への転記例」を参照のこと。 

 

(5) 検印 

検印者は、「口座開設兼利用申込書」および「登録票」の内容を確認のうえ検印を押印し、「口

座開設兼利用申込書」は窓口係へ、「登録票」はオペレータへ回付する。 

 

(6) 登録処理（補足） 

オペレータは、「登録票」により、窓口端末機から「ＩＢ加入者登録」（取引コー

ド:1162）を行い、認証印字票（汎用帳票）に印字し、「登録票」と認証印字票（汎用帳

票）を照合者へ回付する。 

【補足】 

 「ＩＢ加入者登録」（取引コード:1162）の連絡先人名を登録する場合に、外字入力による登録は

出来ないため、顧客に「端末で登録できない漢字であり、代用の漢字もしくはひらがな、カタカナ

を登録しても良いか」を確認のうえ、類似漢字・略字・ひらがな・カタカナ等により登録する。 

 その際、今回登録された連絡先人名は、「ＪＡネットバンクの画面に表示されること」や「オン

ラインでお客さま自ら行う「パスワード初期化」を行う場合の本人認証で利用されること」を顧客

に説明する。 

【改 正 前】 
 

(2020/04) 3-1-14 ＪＡネットバンク事務手続 

 

a 不備事由が生じた場合は、顧客に確認のうえ不受理とする。 

b 「口座開設兼利用申込書」（ＩＢ－５－4/5）の「農協、信連・事務センター使用欄」に、取扱

開始日(県域所定の事務処理日数による。)および曜日を補記する。 

c 「口座開設兼利用申込書」（ＩＢ－５－4/5）の記入事項等について再確認する。 

 

(3) 「口座開設兼利用申込書」（お客様控え）等の交付 

窓口係は、「口座開設兼利用申込書（お客様控え）」（ＩＢ－５－5/5）について、「ＪＡネットバ

ンク利用規定」（「当組合所定事項」を含む。）（以下、「利用規定等」という。）、振込規定等関係規

定、パンフレットを用いて、サービスの内容を説明し（補足） 、後日送付される「ＪＡネットバン

ク操作手引き」とともに熟読・理解されたい旨を依頼する。あわせて、類推されやすいＩＤ・パ

スワード（連続する数字・英字等）の利用は避けるように注意喚起する。 

また、窓口係は、顧客に、後日、「ＪＡネットバンク操作手引き」が顧客住所に直送されるので、

「ＪＡネットバンク操作手引き」に記載されている「初期設定」の操作によりサービス利用開始

となる旨を説明する。 

窓口係は、顧客に利用規定等の承諾を確認のうえ、「口座開設兼利用申込書（お客様控え）」 

（ＩＢ－５－5/5）を交付する。 

 

(4) 登録票の作成 

窓口係は、「口座開設兼利用申込書」（ＩＢ－５－4/5）の内容に基づき、本サービスにかかる全

ての口座（代表口座および利用口座）について「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：

1162）（以下、「登録票」という。）を作成し、登録票に係印を押印のうえ、「口座開設兼利用申込

書」（ＩＢ－５－4/5）と「登録票」を検印者へ回付する。 

なお、「口座開設兼利用申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－７ 「ＪＡネットバ

ンク利用申込書（ＩＢ－５－4/5）」の「ＩＢ加入者登録票」への転記例」を参照のこと。 

 

(5) 検印 

検印者は、「口座開設兼利用申込書」および「登録票」の内容を確認のうえ検印を押印し、「口

座開設兼利用申込書」は窓口係へ、「登録票」はオペレータへ回付する。 

 

(6) 登録処理（補足） 

オペレータは、「登録票」により、窓口端末機から「ＩＢ加入者登録」（取引コー

ド:1162）を行い、認証印字票（汎用帳票）に印字し、「登録票」と認証印字票（汎用帳

票）を照合者へ回付する。 

【補足】 

 「ＩＢ加入者登録」（取引コード:1162）の連絡先人名を登録する場合に、外字入力による登録は

出来ないため、顧客に「端末で登録できない漢字であり、代用の漢字もしくはひらがな、カタカナ

を登録しても良いか」を確認のうえ、類似漢字・略字・ひらがな・カタカナ等により登録する。 

 その際、今回登録された連絡先人名は、「ＪＡネットバンクの画面に表示されること」や「オン

ラインでお客さま自ら行う「パスワード初期化」を行う場合の本人認証で利用されること」を顧客

に説明する。 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 3-4-4 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(5) 登録票等の作成 

窓口係は、「利用申込書」の内容に基づき、今回追加する利用口座について、定期貯金・カード

ローン以外は「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：1162）（以下、「登録票」という。）、

定期貯金は「定期性貯金契約内容変更票」（貯共３－17）（取引コード：2240）（以下、「変更票」

という。）、カードローンは「登録票」（業運－１）（取引コード：1256）（以下、「カードローン登

録票」という。）を作成し、係印を押印のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）と「登録票」・「変

更票」・「カードローン登録票」を検印者へ回付する。 

なお、「利用申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－１ 「ＪＡネットバンク利用申

込書」の｢ＩＢ加入者登録票｣への転記例｣を参照のこと。 

「変更票」の記入方法は以下のとおり。 

処理区分「１：登録」、口座番号「今回追加する口座番号」、預入明細番号「－（記入しない）」、

変更区分「89：ＩＢ関連口座登録」、項目１「代表口座店舗コード」、項目２「代表口座番号」。 

「カードローン登録票」の記入方法は以下のとおり。 

取引コード「1256：口座情報変更」、処理区分「１：登録」、口座番号「今回追加する口座番号」、

契約種別「２：カード２型」、口座情報変更区分「25：ＩＢ関連口座登録」、ＩＢ契約店舗「代表

口座店舗コード」、ＩＢ契約口座番号「代表口座番号」。 

 

(6) 検印 

検印者は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）および「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」

の内容を確認のうえ、検印を押印し、「利用申込書」は窓口係へ、「登録票」・「変更票」・「カード

ローン登録票」はオペレータへ回付する。 

 

(7) 登録処理 

オペレータは、窓口端末機にて「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」の登録と認証印

字を行い、照合者へ回付する。 

 

(8) 照合 

照合者は、「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」の記入項目と認証印字を照合し、照合

印を押印のうえ、窓口係へ回付する。 

 

(9) 利用申込書への補記 

窓口係は、「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」の登録処理が終了したことを確認し、

「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座

店舗用」の処理印欄に押印し、「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」とともに検印者へ回

付する。 

 

(10) 利用申込書の検印 

検印者は、登録処理が終了したことを確認のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、

信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の検印欄およびサービス利用口座店

舗使用欄の検印欄に押印し、窓口係へ回付する。 

 

【改 正 前】 
 

(2019/04) 3-4-4 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(5) 登録票・変更票の作成 

窓口係は、「利用申込書」の内容に基づき、今回追加する利用口座について、定期貯金（追加）

以外は「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：1162）（以下、「登録票」という。）、定期

貯金は「定期性貯金契約内容変更票」（貯共３－17）（取引コード：2240）（以下、「変更票」とい

う。）を作成し係印を押印のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）と「登録票」・「変更票」（追加）

を検印者へ回付する。 

なお、「利用申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－１ 「ＪＡネットバンク利用申

込書」の｢ＩＢ加入者登録票｣への転記例｣を参照のこと。 

「変更票」の記入方法は以下のとおり。 

処理区分「１：登録」、口座番号「今回追加する口座番号」、預入明細番号「－（記入しない）」、

変更区分「89：ＩＢ関連口座登録」、項目１「代表口座店舗コード」、項目２「代表口座番号」。 

（追加） 

 

(6) 検印 

検印者は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）および「登録票」・「変更票」（追加）の内容を確認

のうえ、検印を押印し、「利用申込書」は窓口係へ、「登録票」・「変更票」（追加）はオペレータへ

回付する。 

 

(7) 登録処理 

オペレータは、窓口端末機から、「登録票」により「ＩＢ加入者登録」（取引コード:1162）（処

理区分：登録）と認証印字票（汎用帳票）への印字、「変更票」により「定期貯金 契約内容変更」

（取引コード：2240）（処理区分：登録）と「変更票」への認証印字を行い、「登録票」と認証印

字票（汎用帳票）・「変更票」を照合者へ回付する。 

 

 (8) 照合 

照合者は、「登録票」・「変更票」（追加）の記入項目と認証印字を照合し、照合印を押印のうえ、

窓口係へ回付する。 

 

(9) 利用申込書への補記 

窓口係は、「登録票」・「変更票」（追加）の登録処理が終了したことを確認し、「利用申込書」（Ｉ

Ｂ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の処理印欄

に押印し、「登録票」・「変更票」（追加）とともに検印者へ回付する。 

 

(10) 利用申込書の検印 

検印者は、登録処理が終了したことを確認のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、

信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の検印欄およびサービス利用口座店

舗使用欄の検印欄に押印し、窓口係へ回付する。 

 

(11) 利用申込書（お客様控え）等の交付 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－2/2）を顧客に交付するとともに、追加した利用口座の利

用可能日について説明する。 

3-4-4-2 
へ移記 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 3-4-4-2 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(11) 利用申込書（お客様控え）等の交付 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－2/2）を顧客に交付するとともに、追加した利用口座の利

用可能日について説明する。 

 

(12) 保管・管理 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）、「登録票」と認証印字票（汎用帳票）・「変更票」・

「カードローン登録票」について、利用開始申込時に提出を受けた「利用申込書」とともに所定

の方法により保管する。 

サービス利用口座店舗で申込を受け付けた場合は、利用申込書の原本をサービス利用代表口座

店舗へ送付しサービス利用口座店舗では写しを保管する。 

 

3-4-4 
から移記 

【改 正 前】 
 

(2019/04) 3-4-4-2 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(12) 保管・管理 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）、「登録票」と認証印字票（汎用帳票）・「変更票」（追

加）について、利用開始申込時に提出を受けた「利用申込書」とともに所定の方法により保管す

る。 

サービス利用口座店舗で申込を受け付けた場合は、利用申込書の原本をサービス利用代表口座

店舗へ送付しサービス利用口座店舗では写しを保管する。 

 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 3-5-3 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(1) 利用口座削除申込の受付 

ａ 申込の受付 

窓口係は、顧客から利用口座の削除の申出を受けたときは、利用口座削除の理由・意思を確

認のうえ、受付中の振込・振替の有無を聞き取りするとともに、次のとおり、「利用申込書」（申

込区分:変更）（以下、「削除申込書」という。）の提出を受ける。（補足） 

なお、代表口座に指定した貯金口座のお届け印を持参していない場合、受付は不可とする 

（後日、お届け印持参のうえ来店するか、オンライン申込で手続するように依頼する）。 

(a)  「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター使用欄 申込受付店舗用」

に店舗名、受付日を補記し、係印欄に押印する。また、「削除申込書」の「農協、信連・事

務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」に受付日を補記し、係印欄に押印する。 

(b)  「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の太枠内への必要事項の記入方法。 

(c)  「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）へのお届け印（代表口座印）の押印。 

(d) 削除理由については、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の余白部等にメモとして記入する。 

(e) 聞き取り確認結果については、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の余白部等にメモとして

記入する。 

 

【補足】利用口座削除申込の受付 

「別表２－１ ＪＡネットバンク利用申込書（ご記入方法）」および「別表３－１ ＪＡネッ

トバンク利用申込書（記入要領）」を参照のこと。 

 

 

ｂ オペレータへの確認依頼 

窓口係は、オペレータに、「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」（取引コード：1195）、および「発信

電文一覧・明細照会（自動機発信電文一覧照会）」（取引コード:4087）を依頼する。 

 

(2) 既往契約内容の照会 

 オペレータは、「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」および「発信電文一覧・明細照会（自動機発信電

文一覧照会）」を行い、照会結果を窓口係に回付する。 

 

(3) 聞き取り確認 

窓口係は、｢発信電文一覧・明細照会｣の照会結果および顧客への聞き取り等により、受付中の

振込・振替の有無を確認し、その結果に応じて次のとおり対応する。 

ａ 受付中の振込・振替がなかった場合、削除申込みを受領する。 

ｂ 受付中の振込・振替があった場合、受付中の振込・振替は指定日に実行される旨を説明し、

これについて了承を得た場合は削除申込書を受領する。拒否された場合は、当該申込みを留保

する（受付中の振込・振替の処理完了後に、改めて来店するか、オンライン申込で手続きする

よう依頼する。）。 

 

【改 正 前】 
 

(2019/11) 3-5-3 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(1) 利用口座削除申込の受付 

ａ 申込の受付 

窓口係は、顧客から利用口座の削除の申出を受けたときは、利用口座削除の理由・意思を確

認のうえ、受付中の振込・振替の有無を聞き取りするとともに、次のとおり、「利用申込書」（申

込区分:変更）（以下、「削除申込書」という。）の提出を受ける。（補足） 

なお、代表口座に指定した貯金口座のお届け印を持参していない場合、受付は不可とする 

（追加）。 

(a)  「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター使用欄 申込受付店舗用」

に店舗名、受付日を補記し、係印欄に押印する。また、「削除申込書」の「農協、信連・事

務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」に受付日を補記し、係印欄に押印する。 

(b)  「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の太枠内への必要事項の記入方法。 

(c)  「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）へのお届け印（代表口座印）の押印。 

(d) 削除理由については、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の余白部等にメモとして書き留め

る。 

(e) 聞き取り確認結果については、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の余白部等にメモとして

書き留める。 

 

【補足】利用口座削除申込の受付 

「別表２－１ ＪＡネットバンク利用申込書（ご記入方法）」および「別表３－１ ＪＡネッ

トバンク利用申込書（記入要領）」を参照のこと。 

 

 

ｂ オペレータへの確認依頼 

窓口係は、オペレータに、「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」（取引コード：1195）、および「発信

電文一覧・明細照会（自動機発信電文一覧照会）」（取引コード:4087）を依頼する。 

 

(2) 既往契約内容の照会 

 オペレータは、「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」および「発信電文一覧・明細照会（自動機発信電

文一覧照会）」を行い、照会結果を窓口係に回付する。 

 

(3) 聞き取り確認 

窓口係は、照会結果により、受付中の振込・振替の有無について聞き取り確認するとともに、

信連・事務センターに対して電話またはＦＡＸにより確認依頼し、その結果に応じて次のとおり

対応する。 

ａ 受付中の振込・振替がなかった場合解約申込みを受領する。 

ｂ 受付中の振込・振替があった場合、受付中の振込・振替は指定日に実行される旨を説明し、

これについて了承を得た場合は解約申込書を受領する。拒否された場合は、当該申込みを留保

する（受付中の振込・振替の処理完了後に、改めて来店するか、オンライン申込で手続きする

よう依頼する。）。 

 



【改 正 後】 
 

(2020/07) 3-5-4 ＪＡネットバンク事務手続 

 

(4) 内容確認・印鑑照合・補記 

窓口係は、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の記入漏れ・誤記等の確認とともに、次の内容確認・

印鑑照合を行う。内容確認・印鑑照合において問題がなければ、「削除申込書」の「農協、信連・

事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の内容確認・印鑑照合欄に押印する。 

ａ 本サービスの利用契約および利用口座（口座番号を含む。）の有無を確認する。 

ｂ 押印されたお届け印（代表口座印）について、「イメージ処理事務手続（統一版）（印鑑シス

テム編）」に基づき、印鑑照合を行う。 

ｃ 「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「２．サービス利用代表口座」欄に顧客番号を補記する。 

ｄ 「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の農協、信連・事務センター使用欄の取扱開始日欄に削除

日（当日）を補記する。 

 

(5) 登録票等の作成 

窓口係は、「削除申込書」に基づき、削除する利用口座について、定期貯金・カードローン以外

は「ＩＢ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：1162）（以下、「登録票」という。）、定期貯金

は「定期性貯金契約内容変更票」（貯共３－17）（取引コード：2240）（以下、「変更票」という。）、

カードローンは「登録票」（業運－１）（取引コード：1256）（以下、「カードローン登録票」とい

う。）を作成し、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）と合わせて検印者へ回付する。 

なお、「削除申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－１ 「ＪＡネットバンク利用申

込書」の「ＩＢ加入者登録票」への転記例｣を参照のこと。 

「変更票」の記入方法は以下のとおり。 

処理区分「９：解除」、口座番号「今回削除する口座番号」、預入明細番号「－（記入しない）」、

変更区分「89：ＩＢ関連口座登録」、項目１「代表口座店舗コード」、項目２「代表口座番号」。 

「カードローン登録票」の記入方法は以下のとおり。 

取引コード「1256：口座情報変更」、処理区分「３：解除」、口座番号「今回削除する口座番号」、

契約種別「２：カード２型」、口座情報変更区分「25：ＩＢ関連口座登録」、ＩＢ契約店舗「代表

口座店舗コード」、ＩＢ契約口座番号「代表口座番号」。 

 

(6) 検印 

検印者は、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）および「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」

の内容を確認のうえ検印を押印し、「削除申込書」は窓口係へ、「登録票」・「変更票」・「カードロ

ーン登録票」はオペレータへ回付する。 

 

(7) 削除申込者への説明 

窓口係は、次の事項について十分に説明する。 

ａ 当該手続の完了時限（受付受領時の場合） 

ｂ 受付中の振込・振替の取り扱い（念押し） 

 

(8) 登録処理 

オペレータは、窓口端末機にて「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」の登録と認証印

字を行い、照合者へ回付する。 

【改 正 前】 
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(4) 内容確認・印鑑照合・補記 

窓口係は、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の所定の記入事項の記入漏れ、誤記とともに、次の

内容確認・印鑑照合を行う。内容確認・印鑑照合において問題がなければ、「削除申込書」の「農

協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の内容確認・印鑑照合欄に押印

する。 

ａ 本サービスの利用契約および利用口座（口座番号を含む。）の有無を確認する。 

ｂ 押印されたお届け印（代表口座印）について、「イメージ処理事務手続（統一版）（印鑑シス

テム編）」に基づき、印鑑照合を行う。 

ｃ 「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「２．サービス利用代表口座」欄に顧客番号を補記する。 

ｄ 「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の農協、信連・事務センター使用欄の取扱開始日欄に削除

日（当日）を補記する。 

 

(5) 登録票・変更票の作成 

窓口係は、「削除申込書」に基づき、削除する利用口座について、定期貯金（追加）以外は「Ｉ

Ｂ加入者登録票」（ＩＢ－２）（取引コード：1162）（以下、「登録票」という。）、定期貯金は「定

期性貯金契約内容変更票」（貯共３－17）（取引コード：2240）（以下、「変更票」という。）（追加）

を作成し、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）と合わせて検印者へ回付する。 

なお、「削除申込書」から「登録票」への転記例は、「別表５－１ 「ＪＡネットバンク利用申

込書」の「ＩＢ加入者登録票」への転記例｣を参照のこと。 

「変更票」の記入方法は以下のとおり。 

処理区分「９：解除」、口座番号「今回削除する口座番号」、預入明細番号「－（記入しない）」、

変更区分「89：ＩＢ関連口座登録」、項目１「代表口座店舗コード」、項目２「代表口座番号」。 

（追加） 

 

(6) 検印 

検印者は、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）および「登録票」・「変更票」（追加）の内容を確認

のうえ検印を押印し、「削除申込書」は窓口係へ、「登録票」・「変更票」（追加）はオペレータへ回

付する。 

 

(7) 削除申込者への説明 

窓口係は、次の事項について十分に説明する。 

ａ 当該手続の完了時限（受付受領時の場合） 

ｂ 受付中の振込・振替の取り扱い（念押し） 

 

(8) 登録処理 

オペレータは、窓口端末機から、「登録票」により「ＩＢ加入者登録」(取引コード:1162) と認

証印字票（汎用帳票）への印字、「変更票」により「定期貯金 契約内容変更」（取引コード：2240）

と「変更票」への認証印字を行い、「登録票」と認証印字票（汎用帳票）・「変更票」を照合者へ回

付する。 
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(9) 照合 

照合者は、「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」の記入項目と認証印字を照合し、照

合印を押印のうえ、窓口係へ回付する。 

 

(10) 削除申込書への補記 

窓口係は、「登録票」・「変更票」・「カードローン登録票」の登録処理が終了したことを確認し、

「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座

店舗用」の処理印欄に押印のうえ、検印者へ回付する。 

 

(11)  削除申込書の検印 

検印者は、登録処理が終了したことを確認のうえ、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の代表口

座店舗用欄に検印を押印し、窓口係へ回付する。 

 

(12) 削除申込書（お客様控え）の交付 

窓口係は、削除申込者に「削除申込書」（ＩＢ－１－2/2）を手交する。 

 

(13) 保管・管理 

窓口係は、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）、「登録票」と認証印字（汎用帳票）・「変更票」・「カ

ードローン登録票」を、利用申込時に受領した「利用申込書」とともに、所定の場所に管理・保

管する。 

 

５の２ 利用口座の削除（オンライン申込の場合） 

 ＪＡＳＴＥＭより、日次帳表（センター帳表）「ＪＡネットバンク申込受付票（インターネット

申込）」にて利用口座削除の情報が代表口座店舗あてに還元されるので、必要に応じて利用口座

削除状況を確認のうえ、農協所定の方法により保管する。（補足） 

 

【補足】 ＪＡネットバンクからのオンラインによる利用口座の削除 

１ 顧客は、ＪＡネットバンクにログイン後、各種お申込・手続きメニューから利用口座削

除の申込ができる。ログイン時の本人認証のほか、確認用パスワードの入力による確認を

行う。 

 

２ ＡＮＳＥＲセンターで受け付けた申込情報をＪＡＳＴＥＭが取得の上、翌稼働日にＡＮ

ＳＥＲセンターへ反映処理を行う。 
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(9) 照合 

照合者は、「登録票」・「変更票」（追加）の記入項目と認証印字を照合し、照合印を押印のうえ、

窓口係へ回付する。 

 

(10) 削除申込書への補記 

窓口係は、「登録票」・「変更票」（追加）の登録処理が終了したことを確認し、「削除申込書」

（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の処

理印欄に押印のうえ、検印者へ回付する。 

 

(11)  削除申込書の検印 

検印者は、登録処理が終了したことを確認のうえ、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）の代表口

座店舗用欄に検印を押印し、窓口係へ回付する。 

 

(12) 削除申込書（お客様控え）の交付 

窓口係は、削除申込者に「削除申込書」（ＩＢ－１－2/2）を手交する。 

 

(13) 保管・管理 

窓口係は、「削除申込書」（ＩＢ－１－1/2）、「登録票」と認証印字（汎用帳票）・「変更票」（追

加）を、利用申込時に受領した「利用申込書」とともに、所定の場所に管理・保管する。 

 

５の２ 利用口座の削除（オンライン申込の場合） 

 ＪＡＳＴＥＭより、日次帳表（センター帳表）「ＪＡネットバンク申込受付票（インターネット

申込）」にて利用口座削除の情報が代表口座店舗あてに還元されるので、必要に応じて利用口座

削除状況を確認のうえ、農協所定の方法により保管する。（補足） 

 

【補足】 ＪＡネットバンクからのオンラインによる利用口座の削除 

１ 顧客は、ＪＡネットバンクにログイン後、各種お申込・手続きメニューから利用口座削

除の申込ができる。ログイン時の本人認証のほか、確認用パスワードの入力による確認を

行う。 

 

２ ＡＮＳＥＲセンターで受け付けた申込情報をＪＡＳＴＥＭが取得の上、翌稼働日にＡＮ

ＳＥＲセンターへ反映処理を行う。 
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(4) 利用申込書の記入内容点検・印鑑照合 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の所定の記入事項の記入漏れ、誤記とともに、次の

内容確認・印鑑照合を行う。 

ａ 「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）に押印されたお届け印（代表口座印）について「イメージ

処理事務手続（統一版）（印鑑システム編）」により印鑑照合し、本人確認を行う。また、代表

口座印以外の身分証明書を用いた本人確認も可能とする（ただし、身分証明書を用いた本人確

認もできない場合は、信用端末等での照会結果と「利用申込書」に記入された住所・氏名・電

話番号等の一致に基づく独自判断可）。 

ｂ 代表口座お届け印以外の方法により本人確認を行った場合は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）

の余白にその確認方法について記入するとともに、当該確認に身分証明書を用いた場合には証

明書の記番号を記入し、当該本人確認書類を顧客に返却する。 

 

(5) 利用申込書への補記 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「２．サービス利用代表口座」欄に顧客番号を、

「農協、信連・事務センター使用欄」の取扱開始日欄に当日日付を補記する。 

窓口係は、以上の確認・印鑑照合において問題がなければ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の

「農協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の内容確認・印鑑照合欄に

押印し、検印者に検印を依頼する。 

 

(6) 検印 

検印者は、照査を行ったうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター

使用欄 サービス利用代表口座店舗用」に処理印欄、検印欄に押印する。 

 

(7)  利用申込書（お客様控え）の交付 

窓口係は、顧客に「利用申込書」（ＩＢ－１－2/2）を手交のうえ、「手続完了は、当日中に電子

メールで停止申込者に通知される」旨を説明する。 

なお、必要に応じて、不正な振込等にかかる補てんの請求や農協側の免責事項等について、利

用規定等に基づき説明する。 

 

(8) 信連・事務センターへの事務処理依頼（補足） 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の余白欄に依頼日・時・分を補記のうえ、至急印を

押印する。 

また、窓口係は、信連・事務センターへ電話連絡のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）をＦ

ＡＸ送付し、利用停止にかかる運用端末での事務処理（至急扱い）を依頼する。 

なお、顧客が利用停止となり継続使用を希望する場合、解約・新規による手続も可能である。 

 

【改 正 前】 
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(4) 利用申込書の記入内容点検・印鑑照合 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の所定の記入事項の記入漏れ、誤記とともに、次の

内容確認・印鑑照合を行う。 

ａ 「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）に押印されたお届け印（代表口座印）について「イメージ

処理事務手続（統一版）（印鑑システム編）」により印鑑照合し、本人確認を行う。また、代表

口座印以外の身分証明書を用いた本人確認も可能とする（ただし、身分証明書を用いた本人確

認もできない場合は、信用端末等での照会結果と「利用申込書」に記入された住所・氏名・連

絡先電話番号等の一致に基づく独自判断可）。 

ｂ 代表口座お届け印以外の方法により本人確認を行った場合は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）

の余白にその確認方法について記入するとともに、当該確認に身分証明書を用いた場合には証

明書の記番号を記入し、当該本人確認書類を顧客に返却する。 

 

(5) 利用申込書への補記 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「２．サービス利用代表口座」欄に顧客番号を、

「農協、信連・事務センター使用欄」の取扱開始日欄に当日日付を補記する。 

窓口係は、以上の確認・印鑑照合において問題がなければ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の

「農協、信連・事務センター使用欄 サービス利用代表口座店舗用」の内容確認・印鑑照合欄に

押印し、検印者に検印を依頼する。 

 

(6) 検印 

検印者は、照査を行ったうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の「農協、信連・事務センター

使用欄 サービス利用代表口座店舗用」に処理印欄、検印欄に押印する。 

 

(7)  利用申込書（お客様控え）の交付 

窓口係は、顧客に「利用申込書」（ＩＢ－１－2/2）を手交のうえ、「手続完了は、当日中に電子

メールで停止申込者に通知される」旨を説明する。 

なお、必要に応じて、不正な振込等にかかる補てんの請求や農協側の免責事項等について、利

用規定等に基づき説明する。 

 

(8) 信連・事務センターへの事務処理依頼（補足） 

窓口係は、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）の余白欄に依頼日・時・分を補記のうえ、至急印を

押印する。 

また、窓口係は、信連・事務センターへ電話連絡のうえ、「利用申込書」（ＩＢ－１－1/2）をＦ

ＡＸ送付し、利用停止にかかる運用端末での事務処理（至急扱い）を依頼する。 

なお、顧客が利用停止となり継続使用を希望する場合、解約・新規による手続も可能である。 
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11 顧客登録事項の変更 

(1) 氏名変更 

顧客から氏名変更の届出があった場合は、顧客情報の変更として、「顧客管理事務手続（統一版） 

第５章 顧客情報（JASTEM ｼｽﾃﾑ）」により取り扱う。 

窓口係は、「契約内容照会」（取引コード：0382）、および「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」（取引

コード：1195）により、ＪＡネットバンク契約があることを確認した場合、「ＩＢ加入者登録票」

を作成し、「ＩＢ加入者登録（取引コード：1162）」により連絡先人名の変更を行う。 

また、氏名変更のため受領した「届出事項変更届」（貯共９－１）の写しをとり、「ＩＢ加入者

登録票」とともに保管中の「ＪＡネットバンク利用申込書」とセットにして綴り込み保管する（代

表口座店以外で氏名変更を受け付けた場合は「届出事項変更届」の写しを代表口座店へ送付す

る。）。 

（削除） 

(2) 電子メールアドレスの変更 

電子メールアドレスについては、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・事務セン

ターにおける事務処理は発生しない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に利用端末機器を利用して変

更するよう依頼する。 

(3) 各種配信サービスの受信設定の変更 

各種配信サービスの受信設定については、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・

事務センターにおける事務処理は発生しない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に、利用端末機器を利用して

変更するよう依頼する。 

(4) ログインＩＤ・パスワードの変更 

事故等の危険性が皆無で、かつ失念等もしていないログインＩＤ・パスワードの変更について

は、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・事務センターにおける事務処理は発生し

ない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に、利用端末機器を利用して

変更するよう依頼する。 

 

  

【改 正 前】 
 

(2016/04) 3-11-1 ＪＡネットバンク事務手続 

 

11 顧客登録事項の変更 

(1) 氏名変更 

顧客から氏名変更の届出があった場合は、顧客情報の変更として、「顧客管理事務手続（統一版） 

第５章 顧客情報（JASTEM ｼｽﾃﾑ）」により取り扱う。 

窓口係は、「契約内容照会」（取引コード：0382）、および「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」（取引

コード：1195）により、ＪＡネットバンク契約があることを確認した場合、「ＩＢ加入者登録票」

を作成し、「ＩＢ加入者登録（取引コード：1162）」により連絡先人名の変更を行う。 

また、氏名変更のため受領した「届出事項変更届」（貯共９－１）の写しをとり、「ＩＢ加入者

登録票」とともに保管中の「ＪＡネットバンク利用申込書」とセットにして綴り込み保管する（代

表口座店以外で氏名変更を受け付けた場合は「届出事項変更届」の写しを代表口座店へ送付す

る。）。 

(2) 連絡先電話番号の変更 

連絡先電話番号については、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・事務センター

における事務処理は発生しない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に、利用端末機器を利用して

変更するよう依頼する。 

(3) 電子メールアドレスの変更 

電子メールアドレスについては、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・事務セン

ターにおける事務処理は発生しない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に利用端末機器を利用して変

更するよう依頼する。 

(4) ＤＭ送信希望条件の変更 

ＤＭ送信希望条件については、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・事務センタ

ーにおける事務処理は発生しない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に、利用端末機器を利用して

変更するよう依頼する。 

(5) ログインＩＤ・パスワードの変更 

事故等の危険性が皆無で、かつ失念等もしていないログインＩＤ・パスワードの変更について

は、顧客が利用端末機器により変更する（農協、信連・事務センターにおける事務処理は発生し

ない。）。 

窓口係は、電話や店舗窓口で当該変更の依頼を受けた場合、顧客に、利用端末機器を利用して

変更するよう依頼する。 

 

  



ＩＢ附則３ 

 

附 則（2020J 革特発第 122号） 

（実施日） 

この手続は、令和２年７月２０日から実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改正後】 

ＩＢ附則３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

【改正前】 
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ついて                  （削除） 
ＩＢ別表11 
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（新規申込） 
ＩＢ別表27 
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別表５－３ （削除） （欠） 

別表５－４ （削除） （欠） 

別表５－５ 「ＪＡネットバンク利用申込書（ＩＢ－５－4/5）」ご記入例 ＩＢ別表31 
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票」への転記例 
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（北海道用） 
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北海道補完有 

【改正前】 



【改 正 後】 

ＩＢ北別表１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【改 正 前】 

ＩＢ北別表１ 

北別表１－２ 
 
 

「ＪＡネットバンク」の契約時における説明事項・留意事項について 
 

 金融機関において販売・提供する商品・サービスに関する顧客への説明義務については、

金融商品販売法、消費者契約法等の施行に伴い、これまで以上に各信連・ＪＡにおいても

的確・適切な対応が求められている。 
 したがって、「ＪＡネットバンク」の契約に際しても、こうした法令等に鑑み、さらには

「ＪＡバンク」全体の信頼性・安全性の一層の向上に資するべく、顧客一人ひとりの知識・

理解度等に応じて、分かり易く、正確に、かつ遺漏なきよう、具体的には下表のとおり対

応のこととする。 
 

説明事項 説明のポイント 

サービス内容 

 利用できる主なサービスとして、①残高照会、②入出金明細
照会、③振込・振替、④税金・各種料金の払込み、⑤定期貯金、
⑥ローン繰上返済（追加）を説明する。また、サービス利用に
際し、制約が伴う場合には、その制約（モアタイムに即時振込
とならない振込（振込先口座の金融機関が即時振込の取扱時間
拡大に未対応、携帯電話からの振込等）、定期貯金預入商品、
ローン繰上返済の対象案件等）について説明する。 

利用規定（含む、当組合所

定事項） 

 契約に際しては、顧客に「ＪＡネットバンク利用規定」（当
組合所定事項を含む）の内容について説明し、承諾を確認する。 

利用時間 
 サービス利用日時について説明する。また、システムメンテ
ナンス等により、特に利用できない日時についても併せて説明
する。 

手数料 

月額手数料 

 月額手数料を徴収する場合には、毎月○○日に○○○円（消
費税を含む）をサービス代表口座から自動的に引き落とす旨を
説明する（ただし、当面無料として取り扱う）。また、当月中
に解約した場合でも、当該手数料は翌月に引き落とされる旨に
ついて説明する。 

振込手数料 

 振替手数料（無料）および振込手数料の金額（消費税を含む。）
と、振込の都度、振込元口座から自動的に引き落とす旨を説明
する。また、手数料を含んだ金額（手数料先方負担）の振込に
ついては、ホームページの注意事項を確認するよう説明する。 

ローン繰上返済手

数料 

繰上返済手数料の金額（消費税を含む）と、繰上返済日にロ
ーン契約時に指定した元利金支払口座から自動的に引き落と
すこと、および繰上返済に必要な資金（約定返済額・利息額、
繰上返済額・繰上利息額、繰上返済手数料の合計額）は前営業
日までに元利金支払口座に準備するよう説明する。 

その他 
 本サービスの利用に際し付随して発生する通信料、プロバイ
ダ等の接続料等については、利用者の負担となる旨を説明す
る。 



【改 正 後】 

ＩＢ北別表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改 正 前】 

ＩＢ北別表２ 

説明事項 説明のポイント 

サービス利用開始時期 

 申込み手続き完了後、１～２週間程度で「ＪＡネットバンク操

作手引き」が送付され、送付状に記載の「お取扱開始日」から本

サービスが利用できる旨を説明する。また、初回サービス利用に

際しては、①「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について」（送

付状）、②「利用申込書（お客様控）」、③「操作手引き」の３点セ

ットが必要である旨も説明する。 

パスワード、セキュリテ

ィ 

 ＩＤ、パスワードは、生年月日や電話番号、連続する文字数列

の指定は避けるとともに、端末機器から定期的に変更するよう依

頼する。また、セキュリティについては、万全な体制で取り組ん

でいるものの、インターネットを活用することから、相応の危険性

があることを認識してもらう（→自己責任の原則）。なお、顧客に

対して以下のセキュリティ機能のご利用を強くおすすめする。 

１無償提供している不正送金対策ソフト「PhishWall プレミアム」

のご利用 

２ワンタイムパスワードのご利用 

３メール通知パスワード・取引認証パスワードのご利用注） 

注 ワンタイムパスワードご利用中の方は取引認証パスワードを

利用頂く。 

振込・振替限度額の変更 

 限度額変更の説明に際しては、以下の点に留意する。 

１ 設定可能な振込・振替限度額は２種類ある。 

ａ １日あたりの限度額変更 

この限度額は、顧客の端末機器から変更することが可能であ

る。 

＜変更内容の反映時期＞ 

(ａ) 引下げの場合、変更内容は即時反映。 

(ｂ) 引上げの場合、ワンタイムパスワード利用開始日を含

め３日間は、即時に変更されない（利用開始後４日目

に変更される。）。なお、利用開始後４日目以降の引き

上げは、操作完了後、即時に変更される。ワンタイム

パスワード未利用者の変更内容は、３日後反映。 

ｂ １回あたりの限度額変更 

農協窓口（ＪＡＳＴＥＭ）にて実施。即時に反映される。 

 

２ １日あたりの振込・振替の限度額は、利用対象口座ごとに最高 500 万

円までの範囲で、１万円単位の任意設定可能。 

ａ  ただし、ワンタイムパスワード未利用者の１日あたりの

振込・振替の限度額は、利用対象口座ごとに信連が通知す

る所定の金額まで。 

b  ワンタイムパスワード利用者であっても、携帯電話から

行う振込・振替の限度額は、利用対象口座ごとに信連が通知

する所定の金額となる。 

【留意事項】 

上記限度額に関係なく、パソコン、スマートフォンから振込・

振替を行う場合、ワンタイムパスワードまたはメール通知パス

ワードのいずれも未利用の場合は、振込・振替ができないため

留意する（なお、事前登録（農協窓口での登録分）への振込・

振替は、振込限度額の範囲で可能である。）。 



【改 正 後】 

ＩＢ北別表２－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改 正 前】 

ＩＢ北別表２－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端末機器の操作・設定 

 「ＪＡネットバンク操作手引き」を見せながら、操作の手順や

設定すべき事項の概略について説明する。 

特に説明が必要な事項 

１ 初回サービス利用の初期設定に必要な資料 

 （１）ＪＡネットバンク利用申込書の控え 

 （２）ＪＡネットバンク操作手引き送付について 

（３）ＪＡネットバンク操作手引き 

 

 ２ 機種変更時の注意事項（必要となるサービス解除） 

  （１）携帯電話の機種変更前のサービス解除（携帯→携帯） 

     ①ワンタイムパスワード、②ＩＢロック、③マイメニ

ュー（ⅰモード）、サービス登録（Yahoo ｹｰﾀｲ/Ezweb） 

  （２）携帯電話の機種変更前のサービス解除（携帯→スマー

トフォン） 

     ①ワンタイムパスワード、②ＩＢロック 

  （３）スマホの機種変更前のサービス解除（スマートフォン

→スマートフォン） 

     ①ワンタイムパスワード 

問い合わせ先（ヘルプデ

スク） 

 ヘルプデスクについて以下の事項を伝達する。 

・電話番号 

フリーダイヤル   ０１２０－０５８－０９８ 

電子メール     ja-helpdesk@dream.com 

・受付日時 

平日：９時～２１時、土日祝：９時～１７時 

・回答期限 

電子メールの場合、回答が翌日以降になる場合があるため、

お急ぎの場合は、上記フリーダイヤルに案内する。 

ホームページアドレス 

本サービスの利用に際し、その入り口となる以下のホームペー

ジアドレスを伝達する。 

 「http://www.jabank.jp」 

スマートフォン、携帯電

話の貸与等 

 スマートフォン、携帯電話の所有・管理は契約者本人が行うこ

ととし、他人への無断譲渡・貸与は行わない旨を説明する。 

mailto:ja-helpdesk@dream.com
http://www.jabank.jp


【改 正 後】 
 

ＩＢ別表 11 

別表１－２ 

 
「ＪＡネットバンク」の契約時における説明事項・留意事項について 

 
 金融機関において販売・提供する商品・サービスに関する顧客への説明義務については、

金融商品販売法、消費者契約法等の施行に伴い、これまで以上に各信連・ＪＡにおいても的

確・適切な対応が求められている。 
 したがって、「ＪＡネットバンク」の契約に際しても、こうした法令等に鑑み、さらには

「ＪＡバンク」全体の信頼性・安全性の一層の向上に資するべく、顧客一人ひとりの知識・

理解度等に応じて、分かり易く、正確に、かつ遺漏なきよう、具体的には下表のとおり対応

のこととする。 
 

説明事項 説明のポイント 

サービス内容 

 利用できる主なサービスとして、①残高照会、②入出金明細
照会、③振込・振替、④税金・各種料金の払込み、⑤定期貯金、
⑥ローン繰上返済、⑦カードローンを説明する。また、サービ
ス利用に際し、制約が伴う場合には、その制約（モアタイムに
即時振込とならない振込（振込先口座の金融機関が即時振込の
取扱時間拡大に未対応、携帯電話からの振込等）、定期貯金預
入商品、ローン繰上返済の対象案件等）について説明する。 

利用規定（削除） 
 契約に際しては、顧客に「ＪＡネットバンク利用規定」（削
除）の内容について説明し、承諾を確認する。 

利用時間 
 サービス利用日時について説明する。また、システムメンテ
ナンス等により、特に利用できない日時についても併せて説明
する。 

手数料 

月額手数料 

 月額手数料を徴収する場合には、毎月○○日に○○○円（消
費税を含む）をサービス代表口座から自動的に引き落とす旨を
説明する（ただし、当面無料として取り扱う）。また、当月中
に解約した場合でも、当該手数料は翌月に引き落とされる旨に
ついて説明する。 

振込手数料 

 振替手数料（無料）および振込手数料の金額（消費税を含む。）
と、振込の都度、振込元口座から自動的に引き落とす旨を説明
する。また、手数料を含んだ金額（手数料先方負担）の振込に
ついては、ホームページの注意事項を確認するよう説明する。 

ローン繰上返済手

数料 

繰上返済手数料の金額（消費税を含む）と、繰上返済日にロ
ーン契約時に指定した元利金支払口座から自動的に引き落と
すこと、および繰上返済に必要な資金（約定返済額・利息額、
繰上返済額・繰上利息額、繰上返済手数料の合計額）は前営業
日までに元利金支払口座に準備するよう説明する。 

その他 
 本サービスの利用に際し付随して発生する通信料、プロバイ
ダ等の接続料等については、利用者の負担となる旨を説明す
る。 
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別表１－２ 

 
「ＪＡネットバンク」の契約時における説明事項・留意事項について 

 
 金融機関において販売・提供する商品・サービスに関する顧客への説明義務については、

金融商品販売法、消費者契約法等の施行に伴い、これまで以上に各信連・ＪＡにおいても的

確・適切な対応が求められている。 
 したがって、「ＪＡネットバンク」の契約に際しても、こうした法令等に鑑み、さらには

「ＪＡバンク」全体の信頼性・安全性の一層の向上に資するべく、顧客一人ひとりの知識・

理解度等に応じて、分かり易く、正確に、かつ遺漏なきよう、具体的には下表のとおり対応

のこととする。 
 

説明事項 説明のポイント 

サービス内容 

 利用できる主なサービスとして、①残高照会、②入出金明細
照会、③振込・振替、④税金・各種料金の払込み、⑤定期貯金、
⑥ローン繰上返済（追加）を説明する。また、サービス利用に
際し、制約が伴う場合には、その制約（モアタイムに即時振込
とならない振込（振込先口座の金融機関が即時振込の取扱時間
拡大に未対応、携帯電話からの振込等）、定期貯金預入商品、
ローン繰上返済の対象案件等）について説明する。 

利用規定（含む、当組合所

定事項） 

 契約に際しては、顧客に「ＪＡネットバンク利用規定」（当
組合所定事項を含む）の内容について説明し、承諾を確認する。 

利用時間 
 サービス利用日時について説明する。また、システムメンテ
ナンス等により、特に利用できない日時についても併せて説明
する。 

手数料 

月額手数料 

 月額手数料を徴収する場合には、毎月○○日に○○○円（消
費税を含む）をサービス代表口座から自動的に引き落とす旨を
説明する（ただし、当面無料として取り扱う）。また、当月中
に解約した場合でも、当該手数料は翌月に引き落とされる旨に
ついて説明する。 

振込手数料 

 振替手数料（無料）および振込手数料の金額（消費税を含む。）
と、振込の都度、振込元口座から自動的に引き落とす旨を説明
する。また、手数料を含んだ金額（手数料先方負担）の振込に
ついては、ホームページの注意事項を確認するよう説明する。 

ローン繰上返済手

数料 

繰上返済手数料の金額（消費税を含む）と、繰上返済日にロ
ーン契約時に指定した元利金支払口座から自動的に引き落と
すこと、および繰上返済に必要な資金（約定返済額・利息額、
繰上返済額・繰上利息額、繰上返済手数料の合計額）は前営業
日までに元利金支払口座に準備するよう説明する。 

その他 
 本サービスの利用に際し付随して発生する通信料、プロバイ
ダ等の接続料等については、利用者の負担となる旨を説明す
る。 



【改 正 後】 
 

ＩＢ別表 12-2 

 

端末機器の操作・設定 

 「ＪＡネットバンク操作手引き」を見せながら、操作の手順や

設定すべき事項の概略について説明する。 

特に説明が必要な事項 

１ 初回サービス利用の初期設定に必要な資料 

 （１）ＪＡネットバンク利用申込書の控え 

 （２）ＪＡネットバンク操作手引き送付について 

（３）ＪＡネットバンク操作手引き 

 

 ２ 機種変更時の注意事項（必要となるサービス解除） 

  （１）携帯電話の機種変更前のサービス解除（携帯→携帯） 

     ①ワンタイムパスワード、②ＩＢロック、③マイメニ

ュー（ⅰモード）、サービス登録（Yahoo ｹｰﾀｲ/Ezweb） 

  （２）携帯電話の機種変更前のサービス解除（携帯→スマー

トフォン） 

     ①ワンタイムパスワード、②ＩＢロック 

  （３）スマホの機種変更前のサービス解除（スマートフォン

→スマートフォン） 

     ①ワンタイムパスワード 

問い合わせ先（ヘルプデ

スク） 

 ヘルプデスクについて以下の事項を伝達する。 

・電話番号 

フリーダイヤル   ０１２０－０５８－０９８ 

電子メール     ja-helpdesk@dream.com 

・受付日時 

平日：９時～２１時、土日祝：９時～１７時 

・回答期限 

電子メールの場合、回答が翌日以降になる場合があるため、

お急ぎの場合は、上記フリーダイヤルに案内する。 

ホームページアドレス 

本サービスの利用に際し、その入り口となる以下のホームページアド

レスを伝達する。 

 「https://www.jabank.jp」 

スマートフォン、携帯電

話の貸与等 

 スマートフォン、携帯電話の所有・管理は契約者本人が行うこ

ととし、他人への無断譲渡・貸与は行わない旨を説明する。 
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ＩＢ別表 12-2 

 

端末機器の操作・設定 

 「ＪＡネットバンク操作手引き」を見せながら、操作の手順や

設定すべき事項の概略について説明する。 

特に説明が必要な事項 

１ 初回サービス利用の初期設定に必要な資料 

 （１）ＪＡネットバンク利用申込書の控え 

 （２）ＪＡネットバンク操作手引き送付について 

（３）ＪＡネットバンク操作手引き 

 

 ２ 機種変更時の注意事項（必要となるサービス解除） 

  （１）携帯電話の機種変更前のサービス解除（携帯→携帯） 

     ①ワンタイムパスワード、②ＩＢロック、③マイメニ

ュー（ⅰモード）、サービス登録（Yahoo ｹｰﾀｲ/Ezweb） 

  （２）携帯電話の機種変更前のサービス解除（携帯→スマー

トフォン） 

     ①ワンタイムパスワード、②ＩＢロック 

  （３）スマホの機種変更前のサービス解除（スマートフォン

→スマートフォン） 

     ①ワンタイムパスワード 

問い合わせ先（ヘルプデ

スク） 

 ヘルプデスクについて以下の事項を伝達する。 

・電話番号 

フリーダイヤル   ０１２０－０５８－０９８ 

電子メール     ja-helpdesk@dream.com 

・受付日時 

平日：９時～２１時、土日祝：９時～１７時 

・回答期限 

電子メールの場合、回答が翌日以降になる場合があるため、

お急ぎの場合は、上記フリーダイヤルに案内する。 

ホームページアドレス 

本サービスの利用に際し、その入り口となる以下のホームページアド

レスを伝達する。 

 「http://www.jabank.jp」 

スマートフォン、携帯電

話の貸与等 

 スマートフォン、携帯電話の所有・管理は契約者本人が行うこ

ととし、他人への無断譲渡・貸与は行わない旨を説明する。 

mailto:ja-helpdesk@dream.com
https://www.jabank.jp
mailto:ja-helpdesk@dream.com
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ＩＢ別表 13 

  別表２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

「ＪＡネットバンク利用申込書」ご記入方法 

本サービスの利用規定をご確認・ご承諾のうえ、ご本人様がご記入ください。 

新規申込 ①～⑥へご記入ください。⑦はご希望のある場合にご記入ください（任意）。 

変更（サービス利用口座の登録・削除） ①～④、⑦へご記入ください。 

変更（1 回当たりの振込限度額） ①～④、⑤もしくは⑦へご記入ください。 

解約 ①～④へご記入ください。 

利用停止①～④へご記入ください。 
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  別表２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ＪＡネットバンク利用申込書」ご記入方法 

本サービスの利用規定をご確認・ご承諾のうえ、ご本人様がご記入ください。 

新規申込 ①～⑥へご記入ください。⑦はご希望のある場合にご記入ください（任意）。 

変更（サービス利用口座の登録・削除） ①～④、⑦へご記入ください。 

変更（1 回当たりの振込限度額） ①～④、⑤もしくは⑦へご記入ください。 

解約 ①～④へご記入ください。 

利用停止①～④へご記入ください。 



【改 正 後】 
 

ＩＢ別表 14 

ＪＡネットバンク利用申込書（記入要領） 

項 目 

申込書の 

記入要否 

内 容 主な点検のポイント 

顧
客 

店
舗 

農業協同組合 店（所）御中 ○ － 
サービスを利用するＪＡ名、店舗名
を記入する。 

  

申込日 ○ － 
ＪＡ窓口への申込日を和暦で記入
する。 

  

おところ ○ － 
契約者がＪＡへ届出している郵便
番号、住所（漢字およびカナ）を記
入する。 

初期設定に必要な資料がＪＡへ届
出している住所宛へ送付されるた
め、住所に変更がある場合は別途
手続きを行う。 

（削除）電話番号 ○ － 
契約者がＪＡへ届出している電話
番号を記入する。 

  

おなまえ ○ － 
契約者の氏名を漢字・カナで記入す
る。 

  

サービス利用代表口座お届け印 ○ － 代表口座のお届け印を押印する。 
申込書の１枚目に押印されている
こと。 

申込区分 ○ － 申込区分に応じて○印を付ける。 

・新規申込：「１」 

・利用口座の追加／削除「２」 

・解約：「３」 

・利用停止：「４」 
※利用停止は原則、契約単位で行

う。 

サービス利用代表口座     
自ＪＡの本人名義の貯金口座で、Ｉ
Ｂ加入者登録における最初の登録
口座。 

他ＪＡの口座指定は不可とする。 

  店舗名 ○ － 代表口座の店舗名を記入する。   

  貯金科目 ○ － 
「普通」、「当座」の何れかに○印
を付ける。 

  

  口座番号 ○ － 
代表口座の口座番号（７桁）を記入
する。 

  

  1 回当りの振込・振替限度額 ○ － １万円単位で記入する。 
新規申込、振込・振替限度額変更の
際に記入する。 

  顧客番号 － ○ 顧客番号を記入する。   

サービス利用口座     
自ＪＡの代表口座と同一名義（同一
顧客番号配下）の貯金口座とする。
未記入も可能とする。 

他ＪＡの口座指定は不可とする。 

３口座を超える場合は、別の利用
申込書に記入のうえ徴求する（最
高１９口座まで登録可能）。 

  区分 △ － 
利用口座を追加する場合は「登録」
に、削除する場合は「削除」に○印
を付ける。 

  

  店舗名 △ － 利用口座の店舗名を記入する。   

  貯金科目 △ － 

「普通」、「当座」、「貯蓄」、「納
税準備」、「定期」の何れかに○印
を付ける。「カードローン」は余白
に記入する。 

  

  口座番号 △ － 利用口座の口座番号を記入する。   

  1 回当りの振込・振替限度額 △ － 1 万円単位で記入する。 
利用口座の追加もしくは振込限度
額変更の際に記入する。「納税準
備」、「定期」、「カードローン」
の場合、記入不要。 

  お届け印 △ － 
利用口座に指定する貯金口座のお
届け印を捺印する。 

利用申込書の１枚目に捺印されて
いること。 

 

別表３－１ 
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ＪＡネットバンク利用申込書（記入要領） 

項 目 

申込書の 

記入要否 

内 容 主な点検のポイント 

顧
客 

店
舗 

農業協同組合 店（所）御中 ○ － 
サービスを利用するＪＡ名、店舗名
を記入する。 

  

申込日 ○ － 
ＪＡ窓口への申込日を和暦で記入
する。 

  

おところ ○ － 
契約者がＪＡへ届出している郵便
番号、住所（漢字およびカナ）を記
入する。 

初期設定に必要な資料がＪＡへ届
出している住所宛へ送付されるた
め、住所に変更がある場合は別途
手続きを行う。 

連絡先電話番号 ○ － 
契約者がＪＡへ届出している電話
番号を記入する。 

  

おなまえ ○ － 
契約者の氏名を漢字・カナで記入す
る。 

  

サービス利用代表口座お届け印 ○ － 代表口座のお届け印を押印する。 
申込書の１枚目に押印されている
こと。 

申込区分 ○ － 申込区分に応じて○印を付ける。 

・新規申込：「１」 

・利用口座の追加／削除「２」 

・解約：「３」 

・利用停止：「４」 
※利用停止は原則、契約単位で行

う。 

サービス利用代表口座     
自ＪＡの本人名義の貯金口座で、Ｉ
Ｂ加入者登録における最初の登録
口座。 

他ＪＡの口座指定は不可とする。 

  店舗名 ○ － 代表口座の店舗名を記入する。   

  貯金科目 ○ － 
「普通」、「当座」の何れかに○印
を付ける。 

  

  口座番号 ○ － 
代表口座の口座番号（７桁）を記入
する。 

  

  1 回当りの振込・振替限度額 ○ － １万円単位で記入する。 
新規申込、振込・振替限度額変更の
際に記入する。 

  顧客番号 － ○ 顧客番号を記入する。   

サービス利用口座     
自ＪＡの代表口座と同一名義（同一
顧客番号配下）の貯金口座とする。
未記入も可能とする。 

他ＪＡの口座指定は不可とする。 

３口座を超える場合は、別の利用
申込書に記入のうえ徴求する（最
高１９口座まで登録可能）。 

  区分 △ － 
利用口座を追加する場合は「登録」
に、削除する場合は「削除」に○印
を付ける。 

  

  店舗名 △ － 利用口座の店舗名を記入する。   

  貯金科目 △ － 
「普通」、「当座」、「貯蓄」、「納
税準備」、「定期」の何れかに○印
を付ける。（追加） 

  

  口座番号 △ － 利用口座の口座番号を記入する。   

  1 回当りの振込・振替限度額 △ － 1 万円単位で記入する。 
利用口座の追加もしくは振込限度
額変更の際に記入する。「納税準
備」、「定期」（追加）の場合、記
入不要。 

  お届け印 △ － 
利用口座に指定する貯金口座のお
届け印を捺印する。 

利用申込書の１枚目に捺印されて
いること。 

 

別表３－１ 



【改 正 後】 
 

ＩＢ別表 32 

 
ＪＡネットバンク利用申込書（ＩＢ－５－4/5）（記入要領） 

項 目 

申込書の 

記入要否 
内 容 主な点検のポイント 

顧
客 

店
舗 

おところ ○ － 
サービス利用の申込者の郵便番

号、住所（漢字およびカナ）、（削

除）電話番号を記入する。 

 

おなまえ ○ □（※） サービス利用の申込者の氏名を

漢字・カナで記入する。 
※氏名のカナは店舗による

補記を可とする。 

お届け印 ○ － 
サービス利用代表口座に指定す

る貯金口座のお届け印を押印す

る。 

 

新規申込  
ログインパスワードの設定 ○ － 

英数字混在６～１２桁の文字数

列を大文字の左詰めで記入し、

英・数いずれかを○で囲む。 
１２桁に満たない場合は、空欄に

「※」を記入する。ただし、「※」

インプット不要。 

生年月日、電話番号等、第三

者に知られる可能性の高い

番号の組み込みは不可とす

る。 

サービス利用代表口座（当組合に

開設済の別口座をサービス利用代

表口座にする場合） 
○ □ 

利用申込を行う自ＪＡ内に属す

る本人名義の貯金口座とする。 
他ＪＡに属する口座指定は

不可とする。 
※今回開設口座を代表口座

にする場合は記入不要。 
※顧客が代表口座の情報を

持ち合わせていない場合は、

店舗による補記を可とする。 
 店舗名 ○ － 代表口座に指定する貯金口座の

属する農協の店舗名を記入する。 
 

 
貯金科目 ○ － 

代表口座に指定する貯金口座の

科目について、「普通」、「当座」の

何れかに○印を付ける。 

 

 口座番号 ○ － 代表口座に指定する貯金口座の

口座番号（７桁）を記入する。 
 

1 回当りの振込・振替限度額 ○ － １万円単位で記入する。  

取扱開始日 － ○ 
サービスの利用開始日を西暦で

記入する。 
県内所定の事務処理日数に

応じて記入する（新規登録日

の翌営業日以降）。 
（注）１．「○」印は必須、「△」は任意、「□」は店舗での補記可能、「－」は記入不可。 

別表５－６ 

【改 正 前】 
 

ＩＢ別表 32 

 
ＪＡネットバンク利用申込書（ＩＢ－５－4/5）（記入要領） 

項 目 

申込書の 

記入要否 
内 容 主な点検のポイント 

顧
客 

店
舗 

おところ ○ － 
サービス利用の申込者の郵便番

号、住所（漢字およびカナ）、連絡

先電話番号を記入する。 

 

おなまえ ○ □（※） サービス利用の申込者の氏名を

漢字・カナで記入する。 
※氏名のカナは店舗による

補記を可とする。 

お届け印 ○ － 
サービス利用代表口座に指定す

る貯金口座のお届け印を押印す

る。 

 

新規申込  
ログインパスワードの設定 ○ － 

英数字混在６～１２桁の文字数

列を大文字の左詰めで記入し、

英・数いずれかを○で囲む。 
１２桁に満たない場合は、空欄に

「※」を記入する。ただし、「※」

インプット不要。 

生年月日、電話番号等、第三

者に知られる可能性の高い

番号の組み込みは不可とす

る。 

サービス利用代表口座（当組合に

開設済の別口座をサービス利用代

表口座にする場合） 
○ □ 

利用申込を行う自ＪＡ内に属す

る本人名義の貯金口座とする。 
他ＪＡに属する口座指定は

不可とする。 
※今回開設口座を代表口座

にする場合は記入不要。 
※顧客が代表口座の情報を

持ち合わせていない場合は、

店舗による補記を可とする。 
 店舗名 ○ － 代表口座に指定する貯金口座の

属する農協の店舗名を記入する。 
 

 
貯金科目 ○ － 

代表口座に指定する貯金口座の

科目について、「普通」、「当座」の

何れかに○印を付ける。 

 

 口座番号 ○ － 代表口座に指定する貯金口座の

口座番号（７桁）を記入する。 
 

1 回当りの振込・振替限度額 ○ － １万円単位で記入する。  

取扱開始日 － ○ 
サービスの利用開始日を西暦で

記入する。 
県内所定の事務処理日数に

応じて記入する（新規登録日

の翌営業日以降）。 
（注）１．「○」印は必須、「△」は任意、「□」は店舗での補記可能、「－」は記入不可。 

別表５－６ 



【改 正 後】 
 

 5 （ＩＢ－４） 
 

 

 ＜全国ヘルプデスク用＞ 
受付日 
時 間 
係印（担当ＯＰ）検印（担当ＳＶ）

  

 

【改 正 前】 
 

 5 （ＩＢ－４） 
 

 

＜申込受付店舗用＞ 
受 付 日 

店 舗 名 係 印 

  

 



【改 正 後】 

ＩＢ参考資料目次１ 

 

参考資料目次 

参考資料番号 名   称 ページ 
参考資料１ ＪＡネットバンク利用規定 ＩＢ参考１ 
参考資料２ （削除） （欠） 
参考資料３ 「ＪＡネットバンクオンライン申込サービス規定」 ＩＢ参考 23 

 
（削除） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【改 正 前】 

ＩＢ参考資料目次１ 

 
参考資料目次 

参考資料番号 名   称 ページ 
参考資料１ ＪＡネットバンク利用規定 ＩＢ参考１ 
参考資料２ 当組合所定事項について ＩＢ参考 19 

参考資料３ 「ＪＡネットバンクオンライン申込サービス規定」 ＩＢ参考 23 
 

＜北海道補完＞ 
北参考資料２ 当組合所定事項について（北海道用） ＩＢ北参考１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【改 正 後】 

ＩＢ北参考 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                【改 正 前】           【参考資料２】 

ＩＢ北参考 1 
 

 

                                     （北海道用） 

 

１ 本サービスにおける当組合所定事項は下表のとおりとします。 

 

２ 本所定事項は、民法に定める定型約款に該当します。当組合は、本所定事項の各事項が、金融情勢

その他の状況の変化その他相当の事由があると認められる場合には、民法の定型約款の変更の規定に

基づいて変更するものとします。 

 

３ 前項による本所定事項の変更は、変更後の内容を、店頭表示、インターネットその他相当の方法で

公表し、公表の際に定める適用開始日から適用されるものとします。 

 

４ 当組合所定事項については、契約者が本サービスの利用申し込みの際に、同意のうえ承諾したもの

とします。 

２０２０年４月１日現在 

条・項 項 目 内 容 

第１条 

使用できる端末機器につ

いて 

◆ ご使用いただけるパーソナルコンピュータ（パソコン）、ＯＳ、ブラ

ウザについては、ホームページ、パンフレット等をご覧ください。 

◆ ご使用いただける携帯電話は、次のとおりとなっております。 

○ ＮＴＴドコモ「ｉモード」 

○ ａｕ「ＥＺ ｗｅｂ」 

○ ソフトバンク「Ｙａｈｏｏ！ケータイ」 

利用できるサービスにつ

いて 

◆ 次のサービスがご利用いただけます。 

残高照会サービス、入出金明細照会サービス、振込・振替サービ

ス、税金・各種料金の払込みサービス、定期貯金サービス、ロー

ン繰上返済サービス、等  々

※定期貯金サービス、住宅ローン繰上返済サービスのご利用可否 

 については、当組合にご確認ください。  

◆ 詳しくは、ホームページ、パンフレット等をご覧ください。 

第２条 
サービス利用時間につい

て 

◆ 平日・土曜日・祝日：０時４０分から２３時４０分まで 

  日曜日      ：６時３０分から２３時４０分まで 

◆ ただし、次の特定日等につきましては、本サービスを停止、または

ご利用時間を短縮いたします。 

○ ご利用時間の短縮 

・１・５・８・１０ 月の第３土曜日      …０時４０分～２１時００分 

上記土曜日の翌日曜日          …８時００分～２３時４０分 

・１月１日～１月３日          …８時００分～１９時００分 

・５月３日～５月５日、第１・第３月曜日   …６時００分～２３時４０分 

◆ 祝日または５月３日～５月５日が日曜日と重なる場合は、日曜日の

ご利用時間となります。 

◆ 上記以外に、当組合の都合により事前周知された特定日・時間帯に

ついても休止となる場合があります。 

 

当組合所定事項について 



【改 正 後】 

ＩＢ北参考２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改 正 前】 

ＩＢ北参考２ 
 

 

第３条２項 

サービス利用対象口座の

貯金種類および指定でき

る口座数について 

◆ 普通貯金、当座貯金、貯蓄貯金、納税準備貯金、定期貯金 

をご指定いただけます。 

◆ 代表口座には、普通貯金、当座貯金をご指定いただけます。 

◆ 代表口座（１口座のみ）を含め２０口座までご指定いただけます。 

◆ 詳しくは、ホームページ、パンフレット等をご覧ください。 

第３条３項 

本サービス利用開始時に

おける端末機器の設定に

ついて 

◆「操作手引き」、「操作ヘルプ画面」をご覧ください。 

第７条 

振込手数料について 
◆ ホームページをご覧ください。 

◆ 振替については、手数料はいただきません。 

振込・振替指定日について 

◆ 依頼日当日および依頼日の翌営業日以降５営業日をご指定いただけ

ます（ただし、携帯電話からの当日扱いの振込・振替は、平日 15 時

までに受付したものに限ります）。 

振込・振替限度額について 

◆ １日あたりの振込・振替限度額は以下のとおりとなっております。 

  

セキュリティ 限度額 

ワンタイムパスワード  ５００万円 

メール通知パスワード   ２０万円 

携帯電話(ガラケー)  ２０万円 

  ※ワンタイムパスワード、メール通知パスワードともに未利用の 

   場合は、当組合窓口にて事前登録された振込先への振込・振替は 

   ２０万円まで取引できます。 

組戻手数料等について 

◆ 振込・振替実行後の依頼内容の変更または組戻しの手続は、契約者

が振込・振替依頼時に支払指定口座として指定した貯金口座の属する

当組合店舗で受け付けます。 

◆ 組戻手数料については、当該店舗にご確認ください。 

第８条１項 収納機関について 

◆ 納付書・請求書にPay-easy（ペイジー）マークが印刷されている税

金・各種料金について、お支払いいただけます。 

◆ ただし、料金の種類によっては、お取扱いできない場合があります。 

第９条 
定期貯金サービスの取扱

いについて 

◆ 本サービスの取扱い（本サービスのご利用可否を含む）については、

当組合にご確認ください。  

第１０条 
ローン繰上返済サービス

の取扱いについて 

◆ 本サービスの取扱い（本サービスのご利用可否を含む）については、

当組合にご確認ください。  

第１２条１項 月額手数料について 

◆ 月額手数料については、月額    円（消費税込）とし、取扱開

始日の属する月から適用します。 
◆ 引き落とし日は、毎月２０日といたします。 

第１３条２項 
「ログインＩＤ」、「パスワ

ード」の変更について 

◆ ログイン後のメニュー画面からご変更いただけます。 

◆ 詳しくは、「操作手引き」、「操作ヘルプ画面」をご覧ください。 

第１３条４項 

サービス利用停止にかか

る本サービスの再開（パス

ワードの再設定を含みま

す）について 

◆ 一旦、本サービスをご解約のうえ、再度、お申し込みの手続を行っ

てください。 

◆ また、パスワードの再設定については、上記のお申込手続時に改め

てご登録いただきます。 



【改 正 後】 

ＩＢ北参考３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改 正 前】 

ＩＢ北参考３ 

 

 

第１３条４項 
パスワード盗難時等に関

する問合せについて 

◆ パスワード盗難時等に関する緊急時のサービス利用停止について

は、２４時間３６５日受付しております。 

問合せ先 ヘルプデスク ０１２０－０５８－０９８ 

◆ 本サービスの利用を再開する場合には、一旦、本サービスをご解約

のうえ、再度、お申し込みの手続を行ってください。 

＜利用および操作方法に関する受付時間＞ 

ヘルプデスクでは、利用および操作方法についても以下のとおり受

け付けております。なお、１月１日は終日、受付をしておりません。 

○ 平    日：９時～２１時 

○ 土日・祝祭日：９時～１７時 

第１９条２項 
商品・サービスのご提案に

関する配信停止 

◆ 重要な通知又は告知等に関する事項を除き、商品・サービスのご提

案に関する配信の停止については、端末機器の画面上の「ご利用サ

ービスの変更」から、「メールアドレス変更」画面の「各種配信サー

ビスの設定変更を行う」の項目において、ＤＭ（Ｅメール）送信を

受け取らない設定が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【改 正 後】 
 

ＩＢ参考 1 
 

[参考資料１] 

「ＪＡネットバンク利用規定」 
目     次 

第１条 「ＪＡネットバンク」 

第２条  サービス取扱時間 

第３条  利用申込み 

第４条  本人確認 

第５条  取引の依頼・依頼内容の確認等 

第６条  照会サービス 

第７条  振込・振替サービス 

第８条  税金・各種料金払込みサービス「Pay‐easy（ペイジー）」 

第９条  定期貯金サービス 

第１０条 ローン繰上返済サービス 

第１１条 カードローンサービス 

第１２条 取引内容の記録等 

第１３条 月額手数料等 

第１４条 パスワードの管理、セキュリティ等 

第１５条 解約等 

第１６条 移管 

第１７条 免責事項 

第１８条 本サービスの不正使用による振込等 

第１９条 届出事項の変更等 

第２０条 通知・告知手段 

第２１条 海外からの利用 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 1 
 

[参考資料１] 

「ＪＡネットバンク利用規定」 
目     次 

第１条 「ＪＡネットバンク」 

第２条  サービス取扱時間 

第３条  利用申込み 

第４条  本人確認 

第５条  取引の依頼・依頼内容の確認等 

第６条  照会サービス 

第７条  振込・振替サービス 

第８条  税金・各種料金払込みサービス「Pay‐easy（ペイジー）」 

第９条  定期貯金サービス 

第１０条 ローン繰上返済サービス 

（追加） 

第１１条 取引内容の記録等 

第１２条 月額手数料等 

第１３条 パスワードの管理、セキュリティ等 

第１４条 解約等 

第１５条 移管 

第１６条 免責事項 

第１７条 本サービスの不正使用による振込等 

第１８条 届出事項の変更等 

第１９条 通知・告知手段 

第２０条 海外からの利用 



【改 正 後】 
 

ＩＢ参考 1-2 
 

第２２条 サービスの追加 

第２３条 サービスの休止 

第２４条 サービスの廃止 

第２５条 本規定の変更 

第２６条 業務委託の承諾 

第２７条 関係規定の適用・準用 

第２８条 契約期間 

第２９条 譲渡・質入れ等の禁止 

第３０条 準拠法・合意管轄 

 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 1-2 
 

第２１条 サービスの追加 

第２２条 サービスの休止 

第２３条 サービスの廃止 

第２４条 本規定の変更 

第２５条 業務委託の承諾 

第２６条 関係規定の適用・準用 

第２７条 契約期間 

第２８条 譲渡・質入れ等の禁止 

第２９条 準拠法・合意管轄 

 



【改 正 後】 
 

ＩＢ参考 2 
 

第 1条 「JAネットバンク」  

 「JAネットバンク」（以下、「本サービス」といいます）は、パソコンや携帯電話など当組合所

定の端末機器を使用して、本サービスの契約者（以下、「契約者」といいます）からの依頼に基づ

き、振込・振替手続を行うサービス、契約者の口座残高等の情報を提供するサービス、税金・各

種料金の払込み「Pay-easy（ペイジー）」（以下「払込」といいます）を行うサービス、定期貯金に

関する手続を行うサービス、ローン繰上返済に関する手続を行うサービス、カードローンに関す

る手続を行うサービス、その他当組合所定のサービスを、本規定により行うものです。また、本

サービスの契約者は、当組合に口座を保有し、本規定の内容を十分に理解したうえで本規定に同

意し、当組合制定の申し込みを行い、かつ当組合が当該申し込みを承諾した本邦居住の方のみと

します。 

 契約者は、本規定に基づき、自らの判断と責任において本サービスを利用してください。 

 

第 2条 サービス取扱時間  

 本サービスの取扱時間は、当組合所定の時間内とし、取扱時間は利用するサービスにより異な

る場合があります。 

 

第 3条 利用申込み  

1. 本サービスの利用の申し込みに際しては、当組合制定の書面もしくは当組合が定める方法（以

下、「利用申込書等」といいます）により「住所」、「氏名」、「ログインパスワード」、その他必要

事項を届け出てください。 

 

2. 本サービスを利用できる口座は、契約者が利用申込書等により指定した当組合所定の貯金種類

の契約者名義口座（以下、「サービス利用対象口座」といいます）とします。また、契約者が指

定できる口座数は、当組合所定の範囲内とします。 

なお、本サービスの申し込みの際には、サービス利用対象口座のうち一つの普通貯金口座また

は当座貯金口座を「サービス利用代表口座」（以下、「代表口座」といいます）として届け出て

いただき、代表口座の届出印を本サービスにおける届出印とします。  

 

3. 本サービスの申し込みに対する当組合の手続完了後、必要事項を記載した「ＪＡネットバンク

操作手引きの送付について（送付状）」を契約者の届出住所宛に郵送で通知しますので、契約者

は、この「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」や「操作手引き」等に基づ

き、当組合所定の設定を端末機器から必ず行ってください。契約者の設定完了後、本サービス

は利用可能となります。 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 2 
 

第 1条 「JAネットバンク」  

 「JAネットバンク」（以下、「本サービス」といいます）は、パソコンや携帯電話など当組合所

定の端末機器を使用して、本サービスの契約者（以下、「契約者」といいます）からの依頼に基づ

き、振込・振替手続を行うサービス、契約者の口座残高等の情報を提供するサービス、税金・各

種料金の払込み「Pay-easy（ペイジー）」（以下「払込」といいます）を行うサービス、定期貯金に

関する手続を行うサービス、ローン繰上返済に関する手続を行うサービス、（追加）その他当組合

所定のサービスを、本規定により行うものです。また、本サービスの契約者は、当組合に口座を

保有し、本規定の内容を十分に理解したうえで本規定に同意し、当組合制定の申し込みを行い、

かつ当組合が当該申し込みを承諾した本邦居住の方のみとします。 

 契約者は、本規定に基づき、自らの判断と責任において本サービスを利用してください。 

 

第 2条 サービス取扱時間  

 本サービスの取扱時間は、当組合所定の時間内とし、取扱時間は利用するサービスにより異な

る場合があります。 

 

第 3条 利用申込み  

1. 本サービスの利用の申し込みに際しては、当組合制定の書面もしくは当組合が定める方法（以

下、「利用申込書等」といいます）により「住所」、「氏名」、「ログインパスワード」、その他必要

事項を届け出てください。 

 

2. 本サービスを利用できる口座は、契約者が利用申込書等により指定した当組合所定の貯金種類

の契約者名義口座（以下、「サービス利用対象口座」といいます）とします。また、契約者が指

定できる口座数は、当組合所定の範囲内とします。 

なお、本サービスの申し込みの際には、サービス利用対象口座のうち一つの普通貯金口座また

は当座貯金口座を「サービス利用代表口座」（以下、「代表口座」といいます）として届け出て

いただき、代表口座の届出印を本サービスにおける届出印とします。  

 

3. 本サービスの申し込みに対する当組合の手続完了後、必要事項を記載した「ＪＡネットバンク

操作手引きの送付について（送付状）」を契約者の届出住所宛に郵送で通知しますので、契約者

は、この「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」や「操作手引き」等に基づ

き、当組合所定の設定を端末機器から必ず行ってください。契約者の設定完了後、本サービス

は利用可能となります。 

 



【改 正 後】 
 

ＩＢ参考 4 
 

   e  カードローン返済手続の処理時における返済金額 

 

  (2) 振替手続において入金先の貯金口座が解約済みのとき。 

 

 (3) 払込手続において、払込先の収納機関から納付情報または請求情報についての所定の確認

ができないとき。 

 

(4) 支払指定口座に対し契約者から支払停止もしくは解約の届出があり、それに基づき当組合

が手続を行ったとき。 

 

(5) 当組合の任意に定める回数を超えてパスワードを誤って端末機器に入力したとき 

  

(6) 差押その他相当の事由が発生したとき。 

 

5. サービス利用対象口座について同日に複数の引き落とし（本サービス以外の引き落としを含み

ます）をする場合には、 その総額が支払指定口座の支払可能金額を超えるとき、その何れを引

き落とすかは当組合の任意とします。また、万一、これにより損害が生じた場合でも、当組合

は責任を負いません。 

 

第 6条 照会サービス  

1. 照会サービスとは、当組合が指定する操作方法により、契約者の依頼に基づき、あらかじめ指

定されたサービス利用対象口座について、その残高や入出金明細など各種情報を提供するサー

ビスをいいます。 

  

2. 照会サービスの利用時間および提供する各種情報の基準・範囲等は、当組合が別途定めた内容

に基づくこととします。ただし、当組合は、内容を本サービスのホームページ等に表示したう

えで、これらを変更することができるものとします。  

 

3. 当組合が提供した情報は、その残高・入出金明細を証明するものではありません。受入証券類

の不渡など相当の事由がある場合には、契約者に通知することなく、変更または取消をするこ

とがあります。また、こうした変更・取消のために生じた損害については、当組合は責任を負

いません。 

 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 4 
 

（追加） 

  (2) 振替手続において入金先の貯金口座が解約済みのとき。 

 

 (3) 払込手続において、払込先の収納機関から納付情報または請求情報についての所定の確認

ができないとき。 

 

(4) 支払指定口座に対し契約者から支払停止もしくは解約の届出があり、それに基づき当組合

が手続を行ったとき。 

 

(5) 当組合の任意に定める回数を超えてパスワードを誤って端末機器に入力したとき 

  

(6) 差押その他相当の事由が発生したとき。 

 

5. サービス利用対象口座について同日に複数の引き落とし（本サービス以外の引き落としを含み

ます）をする場合には、 その総額が支払指定口座の支払可能金額を超えるとき、その何れを引

き落とすかは当組合の任意とします。また、万一、これにより損害が生じた場合でも、当組合

は責任を負いません。 

 

第 6条 照会サービス  

1. 照会サービスとは、当組合が指定する操作方法により、契約者の依頼に基づき、あらかじめ指

定されたサービス利用対象口座について、その残高や入出金明細など各種情報を提供するサー

ビスをいいます。 

  

2. 照会サービスの利用時間および提供する各種情報の基準・範囲等は、当組合が別途定めた内容

に基づくこととします。ただし、当組合は、内容を本サービスのホームページ等に表示したう

えで、これらを変更することができるものとします。  

 

3. 当組合が提供した情報は、その残高・入出金明細を証明するものではありません。受入証券類

の不渡など相当の事由がある場合には、契約者に通知することなく、変更または取消をするこ

とがあります。また、こうした変更・取消のために生じた損害については、当組合は責任を負

いません。 

 



【改 正 後】 
 

ＩＢ参考 10 
 

契約変更を承諾し、当組合の定める方法で処理を行います。  

 

(7) 残高不足等の理由により手続きができなかった場合は、当該返済申込みはなかったものと

します。 

 

第 11 条 カードローンサービス  

1. カードローンサービスとは、当組合が指定する操作方法により、契約者の依頼に基づき、サー

ビス利用対象口座の中から契約者が指定したカードローン口座について、契約内容照会、借入、

返済等を行うことができるサービスをいいます。 

 

2. 本サービスの対象となるカードローンは、当組合が定めるものに限るものとし、また、対象と

なるカードローンに該当しても、契約状況、取引状況によっては、本サービスが利用できない

場合があります。 

 

3. 本サービスによる借入は、当組合所定の金額範囲内で当座貸越方式により、サービス利用対象

口座の中から契約者が指定した当座貯金または普通貯金口座に貸越金を入金します。 

 

4. 本サービスによる返済は、当組合所定の金額範囲内で、サービス利用対象口座のうちカードロ

ーン契約時に契約者が指定した口座から、任意の金額を貸越元金の返済に充当します。 

 

第 12 条 取引内容の記録等  

 契約者の依頼内容・取引内容はすべて当組合において記録し、相当期間保存・管理するものと

します。 また、万一、これらの内容について契約者と当組合との間で疑義が生じたときは、当組

合の電磁的記録等の内容を正当なものとして取り扱います。 

 

第 13 条 月額手数料等  

1. 本サービスの利用に当たっては、当組合所定の月額手数料およびこれに伴う消費税を当組合所

定の日に代表口座から引き落とします。 

なお、本サービスの契約期間中に解約される場合であっても、当組合は既に受け入れた月額手

数料を返却しません。  

 

2. 本サービスによる振込に当たっては、第 7条における振込手数料およびこれに伴う消費税を、

振込手続の処理時に支払指定口座から引き落とします。  

 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 10 
 

契約変更を承諾し、当組合の定める方法で処理を行います。  

 

(7) 残高不足等の理由により手続きができなかった場合は、当該返済申込みはなかったものと

します。 

（追加） 

第 11 条 取引内容の記録等  

 契約者の依頼内容・取引内容はすべて当組合において記録し、相当期間保存・管理するものと

します。 また、万一、これらの内容について契約者と当組合との間で疑義が生じたときは、当組

合の電磁的記録等の内容を正当なものとして取り扱います。 

 

第 12 条 月額手数料等  

1. 本サービスの利用に当たっては、当組合所定の月額手数料およびこれに伴う消費税を当組合所

定の日に代表口座から引き落とします。 

なお、本サービスの契約期間中に解約される場合であっても、当組合は既に受け入れた月額手

数料を返却しません。  

 

2. 本サービスによる振込に当たっては、第 7条における振込手数料およびこれに伴う消費税を、

振込手続の処理時に支払指定口座から引き落とします。  

 

3. 本サービスにかかる月額手数料、振込・振替金、振込手数料および払込金等の引き落としは、

普通貯金規定、総合口座取引規定、当座勘定規定等にかかわらず、貯金通帳および払戻請求書

または当座小切手の提出は不要として取り扱います。  

 

4. 当組合は、本サービスの運営上必要と判断した場合および経済情勢等の変動に応じて、内容を

本サービスのホームページ等に表示したうえで、月額手数料や本サービスに関する諸手数料を

改定あるいは新設する場合があります。 

 

第 13 条 パスワードの管理、セキュリティ等  

1. 「ログイン ID」、「パスワード」は、重要な情報です。「ログイン ID」、「パスワード」は、生年

月日や電話番号、連続する文字数列の指定を避けたうえで、 当組合の定める方法に基づき指定

してください。また、「ログイン ID」、「パスワード」については、第三者に知られないよう契約

者の責任において厳重に管理するとともに、契約者以外の方に使用されることがないようにも

厳重に管理してください。 管理が不十分であったことにより生じた損害については、当組合は

責任を負いません。 

なお、当組合から契約者に「ログイン ID」、「パスワード」を直接尋ねることはありません。  

IB 参考 11 
へ移記 



【改 正 後】 
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3. 本サービスにかかる月額手数料、振込・振替金、振込手数料および払込金等の引き落としは、

普通貯金規定、総合口座取引規定、当座勘定規定等にかかわらず、貯金通帳および払戻請求書

または当座小切手の提出は不要として取り扱います。  

 

4. 当組合は、本サービスの運営上必要と判断した場合および経済情勢等の変動に応じて、内容を

本サービスのホームページ等に表示したうえで、月額手数料や本サービスに関する諸手数料を

改定あるいは新設する場合があります。 

 

第 14 条 パスワードの管理、セキュリティ等  

1. 「ログイン ID」、「パスワード」は、重要な情報です。「ログイン ID」、「パスワード」は、生年

月日や電話番号、連続する文字数列の指定を避けたうえで、 当組合の定める方法に基づき指定

してください。また、「ログイン ID」、「パスワード」については、第三者に知られないよう契約

者の責任において厳重に管理するとともに、契約者以外の方に使用されることがないようにも

厳重に管理してください。 管理が不十分であったことにより生じた損害については、当組合は

責任を負いません。 

なお、当組合から契約者に「ログイン ID」、「パスワード」を直接尋ねることはありません。 

 

2. 契約者は、本サービスの取引の安全性の確保・維持に資するため、一定の期間毎に当組合所定

の方法により、「パスワード」の変更を必ず行ってください。  

 

3. 本サービスの利用について当組合に登録された「パスワード」と異なる「パスワード」が連続

して入力され、当組合の任意に定める回数に達した場合には、その「パスワード」は無効とな

ります。この場合、既に依頼済みで当組合が処理していない振込・振替等の依頼は有効に存続

するものとして取り扱います。 「パスワード」を再設定する場合には、当組合所定の手続を行

ってください。 

 

4. 「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」の盗難・紛失等により、「ログイン

ID」、「パスワード」など契約者に 関する情報が第三者に知られた場合、またはそのおそれがあ

る場合には、契約者は当組合の所定の時間内にその旨を届け出てください。当組合は、 この届

出の受け付けにより本サービスの利用を停止します。この場合、既に依頼済みで当組合が処理

していない振込・振替等の依頼は、契約者の真正な意思に より撤回されたものとみなして取り

扱います。 

なお、本サービスの利用を再開する場合には、当組合所定の手続を行ってください。 

 

 

IB 参考 10 
から移記 
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2. 契約者は、本サービスの取引の安全性の確保・維持に資するため、一定の期間毎に当組合所定

の方法により、「パスワード」の変更を必ず行ってください。  

 

3. 本サービスの利用について当組合に登録された「パスワード」と異なる「パスワード」が連続

して入力され、当組合の任意に定める回数に達した場合には、その「パスワード」は無効とな

ります。この場合、既に依頼済みで当組合が処理していない振込・振替等の依頼は有効に存続

するものとして取り扱います。 「パスワード」を再設定する場合には、当組合所定の手続を行

ってください。 

 

4. 「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」の盗難・紛失等により、「ログイン

ID」、「パスワード」など契約者に 関する情報が第三者に知られた場合、またはそのおそれがあ

る場合には、契約者は当組合の所定の時間内にその旨を届け出てください。当組合は、 この届

出の受け付けにより本サービスの利用を停止します。この場合、既に依頼済みで当組合が処理

していない振込・振替等の依頼は、契約者の真正な意思に より撤回されたものとみなして取り

扱います。 

なお、本サービスの利用を再開する場合には、当組合所定の手続を行ってください。 

 

第 14 条 解約等  

1. この契約は、当事者の一方の都合でいつでも解約することができるものとします。 ただし、

当組合に対する解約の通知は当組合制定の書面もしくは当組合が定める方法によることとしま

す。 また、当組合に対する解約の通知を受けてから、解約手続を実際に行うまでに通常必要と

なる期間において生じた損害については、当組合は責任を負いません。 

なお、本サービスによる取引で未処理のものが残っている等、当組合が必要と認めた場合には、

即時に解約できない場合があります。  

 

2. 当組合が解約の通知を届出の住所に宛てて発信した場合において、 その通知が受領拒否、転

居先不明等の理由により契約者に到着しなかったときは、通常到達すべきときに到達したもの

とみなします。  

 

3. 代表口座が解約された場合は、この契約は解約されたものとします。  

 

4. サービス利用対象口座（除く、代表口座）が解約された場合は、その口座にかかる限度におい

て契約は解約されたものとします。  

IB 参考 12 
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第 15 条 解約等  

1. この契約は、当事者の一方の都合でいつでも解約することができるものとします。 ただし、

当組合に対する解約の通知は当組合制定の書面もしくは当組合が定める方法によることとしま

す。 また、当組合に対する解約の通知を受けてから、解約手続を実際に行うまでに通常必要と

なる期間において生じた損害については、当組合は責任を負いません。 

なお、本サービスによる取引で未処理のものが残っている等、当組合が必要と認めた場合には、

即時に解約できない場合があります。  

 

2. 当組合が解約の通知を届出の住所に宛てて発信した場合において、 その通知が受領拒否、転

居先不明等の理由により契約者に到着しなかったときは、通常到達すべきときに到達したもの

とみなします。  

 

3. 代表口座が解約された場合は、この契約は解約されたものとします。  

 

4. サービス利用対象口座（除く、代表口座）が解約された場合は、その口座にかかる限度におい

て契約は解約されたものとします。  

 

5. 契約者が次の各号の事由に一つでも該当したときは、当組合は契約者に連絡・通知等すること

なく、本契約を直ちに解約できるものとします。  

  (1) 支払停止または破産もしくは民事再生手続開始の申立があったとき。  

   

(2) 手形交換所の取引停止処分を受けたとき。  

 

(3) 住所変更の届出を怠るなど契約者の責に帰すべき事由により、当組合において契約者の所

在が不明となり、当組合の契約者に宛てた通知が届出の住所に到達しなくなったとき。  

   

(4) 1 年以上の長期にわたり本サービスの利用がなかったとき。 

  

  (5) 相続の開始があったとき。 

  

  (6) 当組合に支払うべき本規定における各種手数料が支払われなかったとき。 

  

  (7) 「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」が不着もしくは受取拒否等で

返却されたとき。 
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5. 契約者が次の各号の事由に一つでも該当したときは、当組合は契約者に連絡・通知等すること

なく、本契約を直ちに解約できるものとします。  

  (1) 支払停止または破産もしくは民事再生手続開始の申立があったとき。  

   

(2) 手形交換所の取引停止処分を受けたとき。  

 

(3) 住所変更の届出を怠るなど契約者の責に帰すべき事由により、当組合において契約者の所

在が不明となり、当組合の契約者に宛てた通知が届出の住所に到達しなくなったとき。  

   

(4) 1 年以上の長期にわたり本サービスの利用がなかったとき。 

  

  (5) 相続の開始があったとき。 

  

  (6) 当組合に支払うべき本規定における各種手数料が支払われなかったとき。 

  

  (7) 「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」が不着もしくは受取拒否等で

返却されたとき。 

  

  (8) 契約者が本邦の居住者でなくなったとき。  

 

  (9) 本サービスを利用して法令等に反する不正行為を図ったとき。 

  

  (10) その他解約することを必要とする相当の事由が生じたとき。 

 

第 15 条 移管  

1. サービス利用対象口座を契約者の都合で移管する場合は、原則として本契約の内容は新しい取

引店舗に引き継がれます。ただし、別途移管にかかる手続を行っていただく必要があります。  

 

2. サービス利用対象口座が店舗統廃合等、当組合の都合により移管された場合は、原則として本

契約の内容は新しい取引店舗に引き継がれます。ただし、契約者に連絡のうえ、別途変更等の

手続を行っていただく場合もありますので、あらかじめご了承ください。 
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  (8) 契約者が本邦の居住者でなくなったとき。  

 

  (9) 本サービスを利用して法令等に反する不正行為を図ったとき。 

  

  (10) その他解約することを必要とする相当の事由が生じたとき。 

 

第 16 条 移管  

1. サービス利用対象口座を契約者の都合で移管する場合は、原則として本契約の内容は新しい取

引店舗に引き継がれます。ただし、別途移管にかかる手続を行っていただく必要があります。  

 

2. サービス利用対象口座が店舗統廃合等、当組合の都合により移管された場合は、原則として本

契約の内容は新しい取引店舗に引き継がれます。ただし、契約者に連絡のうえ、別途変更等の

手続を行っていただく場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

第 17 条 免責事項  

1. 当組合および金融機関等の共同システムの運営体が相当のシステム安全策を講じたにもかか

わらず   

(1) システム、端末機器、通信回線等の障害により、本サービスの取り扱いに遅延・不能等が

発生したために生じた損害 

  

(2) 公衆電話回線、専用電話回線、インターネット等の通信経過において盗聴・改ざん等がな

されたことにより、パスワード等を含む契約者情報や取引情報等が漏洩したために生じた

損害 

については当組合は責任を負いません。当組合からのそれぞれの取引受付終了メッセージを受

信する前に回線等の障害等により取り扱いが中断したと判断し得る場合には、障害回復後に当

組合に受付けの有無等を確認してください。  

 

2. システム変更、災害・事変等の不可抗力、裁判所等公的機関の措置、その他やむを得ない事由

があった場合、サービスの取り扱いに遅延・不能等が発生したために生じた損害については、

当組合は責任を負いません。  
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第 16 条 免責事項  

1. 当組合および金融機関等の共同システムの運営体が相当のシステム安全策を講じたにもかか

わらず   

(1) システム、端末機器、通信回線等の障害により、本サービスの取り扱いに遅延・不能等が

発生したために生じた損害 

  

(2) 公衆電話回線、専用電話回線、インターネット等の通信経過において盗聴・改ざん等がな

されたことにより、パスワード等を含む契約者情報や取引情報等が漏洩したために生じた

損害 

については当組合は責任を負いません。当組合からのそれぞれの取引受付終了メッセージを受

信する前に回線等の障害等により取り扱いが中断したと判断し得る場合には、障害回復後に当

組合に受付けの有無等を確認してください。  

 

2. システム変更、災害・事変等の不可抗力、裁判所等公的機関の措置、その他やむを得ない事由

があった場合、サービスの取り扱いに遅延・不能等が発生したために生じた損害については、

当組合は責任を負いません。  

 

3. 当組合が第 4条に従って本人確認を行ったうえで取引を実施した場合には、ソフトウェア、端

末機器、パスワード等につき、偽造・変造・盗用または 不正利用その他の事故があっても、当

組合は当該依頼を契約者の真正な意思に基づく有効なものとして取り扱い、そのために生じた

損害については、当組合は責任を負いません。  

ただし、損害の発生が盗取されたパスワード等を用いて行われた不正な振込等によるもので

ある場合、契約者は後記第 17条による補てんの請求をすることができます。 

 

4. 本サービスに使用する端末機器、通信媒体が正常に稼動する環境については、契約者の責任に

おいて確保してください。 当組合は、本規定により端末機器が正常に稼動することについて保

証・確約するものではありません。万一、端末機器が正常に稼動しなかったことにより取引が

成立しない、または成立した場合、これにより生じた損害については、当組合は責任を負いま

せん。  

 

5. 利用申込書等に押印された印鑑の印影と届出の印鑑の印影とを、当組合が相当の注意をもって

照合し、相違ないものと認めて取り扱いしたときは、これらの書類につき偽造、変造、盗難そ

の他の事故があっても、そのために生じた損害については、当組合は責任を負いません。  

 

IB 参考 14 
へ移記 



【改 正 後】 
 

ＩＢ参考 14 
 

3. 当組合が第 4条に従って本人確認を行ったうえで取引を実施した場合には、ソフトウェア、端

末機器、パスワード等につき、偽造・変造・盗用または 不正利用その他の事故があっても、当

組合は当該依頼を契約者の真正な意思に基づく有効なものとして取り扱い、そのために生じた

損害については、当組合は責任を負いません。  

ただし、損害の発生が盗取されたパスワード等を用いて行われた不正な振込等によるもので

ある場合、契約者は後記第 18条による補てんの請求をすることができます。 

 

4. 本サービスに使用する端末機器、通信媒体が正常に稼動する環境については、契約者の責任に

おいて確保してください。 当組合は、本規定により端末機器が正常に稼動することについて保

証・確約するものではありません。万一、端末機器が正常に稼動しなかったことにより取引が

成立しない、または成立した場合、これにより生じた損害については、当組合は責任を負いま

せん。  

 

5. 利用申込書等に押印された印鑑の印影と届出の印鑑の印影とを、当組合が相当の注意をもって

照合し、相違ないものと認めて取り扱いしたときは、これらの書類につき偽造、変造、盗難そ

の他の事故があっても、そのために生じた損害については、当組合は責任を負いません。  

 

6. 当組合が通知した「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」が郵送上の事故

等当組合の責に帰すべき事由によらず、第三者がパスワード等を知り得たとしても、そのため

に生じた損害については、当組合は責任を負いません。  

 

7. その他当組合以外の金融機関等の責に帰すべき事由により生じた損害については、当組合は責

任を負いません。  

 

8. 契約者が本規定により取り扱わなかったことによって生じた損害については、当組合は責任を

負いません。 

 

9. 本サービスは個人の方を対象としているため、契約者が個人以外の方であることによって生じ

た盗聴等の不正利用等による損害については、当組合は責任を負いません。 

 

第 18 条 本サービスの不正使用による振込等 

1. 盗取されたパスワード等を用いて行われた不正な振込等（以下「不正な振込等」という。）に

ついては、次の各号のすべてに該当する場合、契約者は当組合に対して不正な振込等にかかる

損害（手数料や利息を含みます。）の額に相当する金額の補てんを請求することができます。 

 

IB 参考 13 
から移記 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 14 
 

6. 当組合が通知した「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」が郵送上の事故

等当組合の責に帰すべき事由によらず、第三者がパスワード等を知り得たとしても、そのため

に生じた損害については、当組合は責任を負いません。  

 

7. その他当組合以外の金融機関等の責に帰すべき事由により生じた損害については、当組合は責

任を負いません。  

 

8. 契約者が本規定により取り扱わなかったことによって生じた損害については、当組合は責任を

負いません。 

 

9. 本サービスは個人の方を対象としているため、契約者が個人以外の方であることによって生じ

た盗聴等の不正利用等による損害については、当組合は責任を負いません。 

 

第 17 条 本サービスの不正使用による振込等 

1. 盗取されたパスワード等を用いて行われた不正な振込等（以下「不正な振込等」という。）に

ついては、次の各号のすべてに該当する場合、契約者は当組合に対して不正な振込等にかかる

損害（手数料や利息を含みます。）の額に相当する金額の補てんを請求することができます。 

 

 (1) 不正な振込等に気づいてからすみやかに、当組合への通知が行われていること。 

 

(2) 当組合の調査に対し、契約者から十分な説明が行われていること。 

 

(3) 警察署等の捜査機関に対し、被害事実等の事情説明が行われていることが確認できるも

のを当組合に示していること。 

 

2. 前項の請求がなされた場合、不正な振込等が契約者の故意または重過失による場合を除き、当 

 組合は当組合へ通知が行われた日の 30日（ただし、当組合に通知することができないやむを得

ない事情があることを契約者が証明した場合は、30日にその事情が継続している期間を加えた

日数とします。）前の日以降になされた不正な振込等にかかる損害（手数料や利息を含みます。）

の額に相当する金額を補てんするものとします。ただし、不正な振込等が行われたことについ

て、当組合が善意かつ無過失であり、かつ、不正な振込等にかかる損害が契約者の過失に起因

する場合は、当組合は被害状況等を勘案のうえ、補てん対象額を減額した金額を補てんする場

合があります。 

 

3. 前記 1・2の規定は前記 1にかかる当組合への通知が、パスワード等の盗取が行われた日（当 
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(1) 不正な振込等に気づいてからすみやかに、当組合への通知が行われていること。 

 

(2) 当組合の調査に対し、契約者から十分な説明が行われていること。 

 

(3) 警察署等の捜査機関に対し、被害事実等の事情説明が行われていることが確認できるも

のを当組合に示していること。 

 

2. 前項の請求がなされた場合、不正な振込等が契約者の故意または重過失による場合を除き、当 

 組合は当組合へ通知が行われた日の 30日（ただし、当組合に通知することができないやむを得

ない事情があることを契約者が証明した場合は、30日にその事情が継続している期間を加えた

日数とします。）前の日以降になされた不正な振込等にかかる損害（手数料や利息を含みます。）

の額に相当する金額を補てんするものとします。ただし、不正な振込等が行われたことについ

て、当組合が善意かつ無過失であり、かつ、不正な振込等にかかる損害が契約者の過失に起因

する場合は、当組合は被害状況等を勘案のうえ、補てん対象額を減額した金額を補てんする場

合があります。 

 

3. 前記 1・2の規定は前記 1にかかる当組合への通知が、パスワード等の盗取が行われた日（当

該盗取が行われた日が明らかでないときは、不正な振込等が最初に行われた日。）から 2年を経

過する日後に行われた場合には、適用されないものとします。 

 

4. 前記 1の規定にかかわらず、次のいずれかに該当する場合には、当組合は補てんの責任を負い

ません。 

 

(1) 不正な振込等が行われたことについて、当組合が善意かつ無過失であり、かつ、次のい

ずれかに該当する場合 

   a  不正な振込等にかかる損害が契約者の重大な過失に起因する場合 

   b  契約者の配偶者、二親等以内の親族、同居の親族、その他の同居人、または家事使用 

  人（家政婦等）によって行われた場合 

   c  契約者が被害状況についての当組合に対する説明において、重要な事項について偽り

の説明を行った場合 

 

(2)  戦争、暴動等による著しい社会秩序の混乱に乗じ、またはこれに付随してパスワード等

が盗取された場合 
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該盗取が行われた日が明らかでないときは、不正な振込等が最初に行われた日。）から 2年を経

過する日後に行われた場合には、適用されないものとします。 

 

4. 前記 1の規定にかかわらず、次のいずれかに該当する場合には、当組合は補てんの責任を負い

ません。 

 

(1) 不正な振込等が行われたことについて、当組合が善意かつ無過失であり、かつ、次のい

ずれかに該当する場合 

   a  不正な振込等にかかる損害が契約者の重大な過失に起因する場合 

   b  契約者の配偶者、二親等以内の親族、同居の親族、その他の同居人、または家事使用 

  人（家政婦等）によって行われた場合 

   c  契約者が被害状況についての当組合に対する説明において、重要な事項について偽り

の説明を行った場合 

 

(2)  戦争、暴動等による著しい社会秩序の混乱に乗じ、またはこれに付随してパスワード等

が盗取された場合 

 

5. 当組合が前記 2に定める補てんを行う場合、不正な振込等の支払原資となった貯金（以下「対

象貯金」という。）について、契約者に払戻しを行っている場合には、この払戻しを行った額の

限度において、補てんは行わないものとします。また、契約者が不正な振込等を行ったものか

ら損害賠償または不当利得返還を受けた場合も、その受けた限度において同様とします。 

 

6. 当組合が前記 2により補てんを行った場合には、当該補てんを行った金額の限度において、対

象貯金に関する権利は消滅します。 

 

7. 当組合が前記 2により補てんを行ったときは、当組合は当該補てんを行った金額の限度におい

て、盗取されたパスワード等により不正な振込等を行った者その他の第三者に対して契約者が

有する損害賠償請求権または不当利得返還請求権を取得するものとします。 

 

第 18 条 届出事項の変更等  

1. 代表口座を含む本サービスに関する印章、住所、氏名、電話番号、電子メールアドレス、その

他の届出事項に変更があったときは、当組合の定める方法（本規定および各種貯金規定ならび

にそれら以外の規定で定める方法）に従い直ちに当組合に届け出てください。この届出は、当

組合の変更処理が完了した後に有効となります。 
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5. 当組合が前記 2に定める補てんを行う場合、不正な振込等の支払原資となった貯金（以下「対

象貯金」という。）について、契約者に払戻しを行っている場合には、この払戻しを行った額の

限度において、補てんは行わないものとします。また、契約者が不正な振込等を行ったものか

ら損害賠償または不当利得返還を受けた場合も、その受けた限度において同様とします。 

 

6. 当組合が前記 2により補てんを行った場合には、当該補てんを行った金額の限度において、対

象貯金に関する権利は消滅します。 

 

7. 当組合が前記 2により補てんを行ったときは、当組合は当該補てんを行った金額の限度におい

て、盗取されたパスワード等により不正な振込等を行った者その他の第三者に対して契約者が

有する損害賠償請求権または不当利得返還請求権を取得するものとします。 

 

第 19 条 届出事項の変更等  

1. 代表口座を含む本サービスに関する印章、住所、氏名、電話番号、電子メールアドレス、その

他の届出事項に変更があったときは、当組合の定める方法（本規定および各種貯金規定ならび

にそれら以外の規定で定める方法）に従い直ちに当組合に届け出てください。この届出は、当

組合の変更処理が完了した後に有効となります。 

 

2. 前項に定める届出事項の変更の届出がなかったために、当組合からその必要に応じて通知する

書類や電子メール等が不着または延着の場合であっても、通常到達すべきときに到達したもの

とします。 

 

第 20 条 通知・告知手段  

1. 契約者は、当組合からの通知・告知等の手段として、次の各号に掲げる事項について電子メー

ル、ホームページ掲載その他の方法が利用されることに同意するものとします。  

(1) 契約者に対する通知又は告知に関する事項 

(2) 金融商品やサービスに関する各種ご提案のため 

(3) 提携会社等の商品やサービスの各種ご提案のため 

 

2. 契約者は、前項(2)、(3)のご提案の配信について当組合所定の方法により停止をできるものと

します。 

 

3. 契約者の電子メールアドレスについては、当組合の指定する操作方法により端末機器から届け

出るものとし、この届出がなかったことにより生じた損害については、当組合は責任を負いま

せん。 
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2. 前項に定める届出事項の変更の届出がなかったために、当組合からその必要に応じて通知する

書類や電子メール等が不着または延着の場合であっても、通常到達すべきときに到達したもの

とします。 

 

第 19 条 通知・告知手段  

1. 契約者は、当組合からの通知・告知等の手段として、次の各号に掲げる事項について電子メー

ル、ホームページ掲載その他の方法が利用されることに同意するものとします。  

(1) 契約者に対する通知又は告知に関する事項 

(2) 金融商品やサービスに関する各種ご提案のため 

(3) 提携会社等の商品やサービスの各種ご提案のため 

 

2. 契約者は、前項(2)、(3)のご提案の配信について当組合所定の方法により停止をできるものと

します。 

 

3. 契約者の電子メールアドレスについては、当組合の指定する操作方法により端末機器から届け

出るものとし、この届出がなかったことにより生じた損害については、当組合は責任を負いませ

ん。 

 

第 20 条 海外からの利用  

 契約者の海外からの利用については、各国の法令、通信事情、その他事由により本サービスの

全部または一部が利用できない場合があります。当該国の法令・制度等については、契約者ご自

身で確認してください。 

 

第 21 条 サービスの追加  

 契約者は、本サービスに今後追加されるサービスを、新たな申し込みなしに利用できるものと

します。ただし、当組合が指定する一部のサービスについては、この限りではありません。また、

サービス追加時には、本規定を変更する場合があります。 

 

第 22 条 サービスの休止  

 当組合は、システムの定期的な保守点検、安全性の維持・向上、その他必要な事由がある場合

は、本規定に基づくサービスを休止することができるものとします。また、この休止の時期・内

容等に関する契約者への告知については、当組合任意の方法によることとします。 
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第 21 条 海外からの利用  

 契約者の海外からの利用については、各国の法令、通信事情、その他事由により本サービスの

全部または一部が利用できない場合があります。当該国の法令・制度等については、契約者ご自

身で確認してください。 

 

第 22 条 サービスの追加  

 契約者は、本サービスに今後追加されるサービスを、新たな申し込みなしに利用できるものと

します。ただし、当組合が指定する一部のサービスについては、この限りではありません。また、

サービス追加時には、本規定を変更する場合があります。 

 

第 23 条 サービスの休止  

 当組合は、システムの定期的な保守点検、安全性の維持・向上、その他必要な事由がある場合

は、本規定に基づくサービスを休止することができるものとします。また、この休止の時期・内

容等に関する契約者への告知については、当組合任意の方法によることとします。 

 

第 24 条 サービスの廃止  

 当組合は、内容を本サービスのホームページ等に表示したうえで、本サービスで実施している

サービスの一部または全部を廃止する場合があります。また、サービス廃止時には、本規定を変

更する場合があります。 

 

第 25 条 本規定の変更  

1. 当組合は、第 22条・第 24条に基づく他、必要に応じて本規定の内容および利用方法（当組合

の所定事項を含みます）を変更することができるものとします。本規定は、民法に定める定型

約款に該当します。当組合は、本規定の各条項が、金融情勢その他の状況の変化その他相当の

事由があると認められる場合には、民法の定型約款の変更の規定に基づいて変更するものとし

ます。 

 

2. 前項による本規定の変更は、変更後の規定の内容を、店頭表示、インターネットその他相当の

方法で公表し、公表の際に定める適用開始日から適用されるものとします。 
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第 23 条 サービスの廃止  

 当組合は、内容を本サービスのホームページ等に表示したうえで、本サービスで実施している

サービスの一部または全部を廃止する場合があります。また、サービス廃止時には、本規定を変

更する場合があります。 

 

第 24 条 本規定の変更  

1. 当組合は、第 21条・第 23条に基づく他、必要に応じて本規定の内容および利用方法（当組合

の所定事項を含みます）を変更することができるものとします。本規定は、民法に定める定型

約款に該当します。当組合は、本規定の各条項が、金融情勢その他の状況の変化その他相当の

事由があると認められる場合には、民法の定型約款の変更の規定に基づいて変更するものとし

ます。 

 

2. 前項による本規定の変更は、変更後の規定の内容を、店頭表示、インターネットその他相当の

方法で公表し、公表の際に定める適用開始日から適用されるものとします。 

 

第 25 条 業務委託の承諾 

1. 当組合は、当組合が任意に定める第三者（以下「委託先」といいます）に業務の全部または一

部を委託できるものとし、契約者は当該委託に必要な範囲で契約者に関する情報が委託先に開

示されることに同意するものとします。 

 

2. 当組合は、委託先に、本サービスを構成している各種サーバーシステムの運用、保守等のセン

ター業務を委託することができるものとし、契約者はこれに同意するものとします。 

 

第 26 条 関係規定の適用・準用  

1. この規定に定めのない事項については、普通貯金規定、総合口座取引規定、当座勘定規定等関

係する各規定により取り扱います。また、これらの規定と本規定との間に齟齬がある場合には、

本サービスに関しては本規定を優先して適用するものとします。  

 

2. 振込取引に関する振込通知の発信後の取り扱いで、本規定に定めのない事項については、振込

規定を準用します。 
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第 26 条 業務委託の承諾 

1. 当組合は、当組合が任意に定める第三者（以下「委託先」といいます）に業務の全部または一

部を委託できるものとし、契約者は当該委託に必要な範囲で契約者に関する情報が委託先に開

示されることに同意するものとします。 

 

2. 当組合は、委託先に、本サービスを構成している各種サーバーシステムの運用、保守等のセン

ター業務を委託することができるものとし、契約者はこれに同意するものとします。 

 

第 27 条 関係規定の適用・準用  

1. この規定に定めのない事項については、普通貯金規定、総合口座取引規定、当座勘定規定等関

係する各規定により取り扱います。また、これらの規定と本規定との間に齟齬がある場合には、

本サービスに関しては本規定を優先して適用するものとします。  

 

2. 振込取引に関する振込通知の発信後の取り扱いで、本規定に定めのない事項については、振込

規定を準用します。 

 

第 28 条 契約期間  

 この契約の当初契約期間は、契約日（「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」

に記載の取扱開始日）から 1 年後の応当日が属する月の月末日までとし、契約期間満了までに契

約者または当組合から特段の申出のない限り、この契約は期間満了日の翌日から 1 年間継続され

るものとします。継続後も同様とします。 

 

第 29 条 譲渡、質入れ等の禁止  

 本サービスに基づく契約者の権利は、第三者への貸与を含め譲渡、質入れ等はできません。 

 

第 30 条 準拠法・合意管轄  

 本規定の準拠法は日本法とします。本サービスに関する訴訟については、当組合本店の所在地

を管轄する管轄裁判所とします。 

 

本規定の当組合所定の内容については、ＪＡネットバンクホームページの掲載内容により確認し

てください。 

以上 
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第 27 条 契約期間  

 この契約の当初契約期間は、契約日（「ＪＡネットバンク操作手引きの送付について（送付状）」

に記載の取扱開始日）から 1 年後の応当日が属する月の月末日までとし、契約期間満了までに契

約者または当組合から特段の申出のない限り、この契約は期間満了日の翌日から 1 年間継続され

るものとします。継続後も同様とします。 

 

第 28 条 譲渡、質入れ等の禁止  

 本サービスに基づく契約者の権利は、第三者への貸与を含め譲渡、質入れ等はできません。 

 

第 29 条 準拠法・合意管轄  

 本規定の準拠法は日本法とします。本サービスに関する訴訟については、当組合本店の所在地

を管轄する管轄裁判所とします。 

 

JA ネットバンク利用規定の当組合所定の内容については、店頭にご用意しております。「当組合

所定事項」をご覧いただくか、当ホームページの掲載内容により確認してください。 

以上 

 



【改 正 後】 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 

【改 正 前】 
 

ＩＢ参考 19 

[参考資料２] 

 

 

 

 

１ 本サービスにおける当組合所定事項は下表のとおりとします。 

 

２ 本所定事項は、民法に定める定型約款に該当します。当組合は、本所定事項の各事項が、金融情勢

その他の状況の変化その他相当の事由があると認められる場合には、民法の定型約款の変更の規定に

基づいて変更するものとします。 

 

３ 前項による本所定事項の変更は、変更後の内容を、店頭表示、インターネットその他相当の方法で

公表し、公表の際に定める適用開始日から適用されるものとします。 

 

４ 当組合所定事項については、契約者が本サービスの利用申し込みの際に、同意のうえ承諾したもの

とします。 

 

２０●●年○月○日現在 

条・項 項 目 内 容 

第１条 

使用できる端末機器につ

いて 

◆ ご使用いただけるパーソナルコンピュータ（パソコン）、ＯＳ、ブラ

ウザについては、ホームページ、パンフレット等をご覧ください。 

◆ ご使用いただける携帯電話は、次のとおりとなっております。 

○ ＮＴＴドコモ「ｉモード」 

○ ａｕ「ＥＺ ｗｅｂ」 

○ ソフトバンク「Ｙａｈｏｏ！ケータイ」 

利用できるサービスにつ

いて 

◆ 次のサービスがご利用いただけます。 

残高照会サービス、入出金明細照会サービス、振込・振替サービ

ス、税金・各種料金の払込みサービス、定期貯金サービス、ロー

ン繰上返済サービス、等  々

◆ 詳しくは、ホームページ、パンフレット等をご覧ください。 

第２条 
サービス利用時間につい

て 

◆ 平日・土曜日・祝日：０時４０分から２３時４０分まで 

  日曜日      ：６時３０分から２３時４０分まで 

◆ ただし、次の特定日等につきましては、本サービスを停止、または

ご利用時間を短縮いたします。 

○ ご利用時間の短縮 

・１・５・８・１０ 月の第３土曜日    …０時４０分～２１時００分 

上記土曜日の翌日曜日        …８時００分～２３時４０分 

・１月１日～１月３日       …８時００分～１９時００分 

・５月３日～５月５日、第１・第３月曜日   …６時００分～２３時４０分 

◆ 祝日または５月３日～５月５日が日曜日と重なる場合は、日曜日の

ご利用時間となります。 

◆ 上記以外に、当組合の都合により事前周知された特定日・時間帯に

ついても休止となる場合があります。 

当組合所定事項について 
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第３条２項 

サービス利用対象口座の

貯金種類および指定でき

る口座数について 

◆ 普通貯金、当座貯金、貯蓄貯金、納税準備貯金、定期貯金をご指定

いただけます。 

◆ 代表口座には、普通貯金、当座貯金をご指定いただけます。 

◆ 代表口座（１口座のみ）を含め２０口座までご指定いただけます。 

◆ 詳しくは、ホームページ、パンフレット等をご覧ください。 

第３条３項 
本サービス利用開始時の

設定について 

◆「操作手引き」、「操作ヘルプ画面」をご覧ください。 

第７条 

振込手数料について 
◆ ホームページをご覧ください。 

◆ 振替については、手数料はいただきません。 

振込・振替指定日について 

◆ 依頼日当日および依頼日の翌営業日以降５営業日をご指定いただけ

ます（ただし、携帯電話からの当日扱いの振込・振替は、平日15時ま

でに受付したものに限ります）。 

振込・振替限度額について 

◆ ワンタイムパスワードご利用のお客さまの１日当たりの振込・振替

限度額は、サービス利用対象口座の各々について、最高５００万円ま

での範囲で１万円単位に任意にご指定いただけます。 

◆ ワンタイムパスワード未利用のお客さまの１日あたりの振込・振替

の限度額は、利用対象口座ごとに最高〇万円までとなります。 

◆ また、ワンタイムパスワードまたはメール通知パスワードのいずれ

も未利用の場合は、振込・振替が出来ません（当組合窓口にてご登録

いただいている先へのお振込は、お振込限度額の範囲で可能です。）。 

組戻手数料等について 

◆ 振込・振替実行後の依頼内容の変更または組戻しの手続は、契約者

が振込・振替依頼時に支払指定口座として指定した貯金口座の属する

当組合店舗で受け付けます。 

◆ 組戻手数料については、当該店舗にご確認ください。 

第８条１項 収納機関について ◆ 別表をご覧下さい。 

第９条３項、

５項 
定期貯金商品について 

◆ 本サービス定期貯金預入の商品選択画面における「定期商品の内容

はこちら」のリンク先ページをご覧ください。 

 ※ 預入や中途解約を取り扱わない場合は、「◆ 当面本サービスによ

る定期貯金預入は取り扱いません」、「◆ 当面本サービスによる定

期貯金中途解約は取り扱いません」等の内容に修正する。 

第１０条１項、

３項 

繰上返済サービスの対象

とするローンについて 

◆ 「2019年11月11日（住宅ローンは2019年２月12日）以降のお申

し込み」、「利息後取」、「約定返済残回数が２回以上」、「証書貸付」等

の当組合が定める条件のローンといたします。 

 ※ 既往案件を対象とする場合は、対象とする条件に応じて「2019 年

11月11日（住宅ローンは2019年２月12日）以降のお申し込み」

を削除・修正する。 

 ※ 繰上返済を取り扱わない場合は、「◆ 当面本サービスによる一部

繰上返済は取り扱いません」等の内容に修正する。 

第１０条３項 繰上返済手数料について 

◆ 「○○○○円」といたします。 

 ※ 繰上返済を取り扱わない場合は、「◆ 当面本サービスによる一部

繰上返済は取り扱いません」等の内容に修正する。 

第１２条１項 月額手数料について 
◆ 月額手数料については、当面「無料」といたします。 

◆ 引き落とし日は、毎月２０日といたします。 

第１３条２項 
「ログインＩＤ」、「パスワ

ード」の変更について 

◆ ログイン後のメニュー画面からご変更いただけます。 

◆ 詳しくは、「操作手引き」、「操作ヘルプ画面」をご覧ください。 

第１３条４項 

サービス利用停止にかか

る本サービスの再開（パス

ワードの再設定を含みま

す）について 

◆ 一旦、本サービスをご解約のうえ、再度、お申し込みの手

続を行ってください。 
◆ また、パスワードの再設定については、上記のお申込手続時に改め

てご登録いただきます。 
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第１３条４項 
パスワード盗難時等に関

する問合せについて 

◆ パスワード盗難時等に関する緊急時のサービス利用停止について

は、２４時間３６５日受付しております。 

問合せ先 ヘルプデスク ０１２０－０５８－０９８ 

◆ 本サービスの利用を再開する場合には、一旦、本サービスをご解約

のうえ、再度、お申し込みの手続を行ってください。 

＜利用および操作方法に関する受付時間＞ 

ヘルプデスクでは、利用および操作方法についても以下のとおり受

け付けております。なお、１月１日は終日、受付をしておりません。 

○ 平    日：９時～２１時 

○ 土日・祝祭日：９時～１７時 

第１９条２項 
商品・サービスのご提案に

関する配信停止 

◆ 重要な通知又は告知等に関する事項を除き、商品・サービスのご提

案に関する配信の停止については、端末機器の画面上の「ご利用サ

ービスの変更」から、「メールアドレス変更」画面の「各種配信サー

ビスの設定変更を行う」の項目において、ＤＭ（Ｅメール）送信を

受け取らない設定が可能となります。 
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別 表 

 

 

収納機関一覧表 

 

＜官公庁等＞ 

名称 対象料金等 

財務省 行政手数料、会計センター扱い歳入金、関税 

厚生労働省 労働保険 

総務省 電波利用料 

○○省 △△利用料 

●●県 ▲▲手数料 

 

 

 

 

＜民間企業＞ 

名称 対象料金等 

ＮＴＴドコモ 携帯電話料金 

□□商事 ××代金 

■■株式会社 ◇◇利用料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

収納機関が少ない場合は、必ずしも別表にする必要はなく、 
当該欄に記載することでも対応可能。 


